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人口動態（５月中）

転　入　13 転　出　 9

出　生　 2 死　亡　16

その他　 0 その他　 0

町の世帯と人口

６月１日現在（前月比）

世帯数 ２，５９５（　４減）

人　口 ４，８２０（１０減）

　　男 ２，４０９（  ７減）

　　女 ２，４１１（　３減）
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「
沿
線
ま
る
ご
と
ラ
ボ
」

　

　
　
　オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
６
月
１
日
に
、
鳩
ノ
巣
駅
に
お

い
て
、「
沿
線
ま
る
ご
と
ラ
ボ
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
国
で
地
域
活
性
化

事
業
に
取
り
組
む
株
式
会
社
さ
と

ゆ
め
と
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
共
同
出

資
会
社
で
あ
る
「
沿
線
ま
る
ご
と

株
式
会
社
」
に
お
い
て
、
青
梅
線

沿
線
の
活
性
化
を
目
指
し
、
エ
リ

ア
を
丸
ご
と
ホ
テ
ル
に
見
立
て
る

事
業
「
沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」

の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
も
の

で
、
無
人
駅
で
あ
る
鳩
ノ
巣
駅
舎

が
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
当
日
は
、
今
後
、

沿
線
を
共
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

く
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
、
わ

さ
び
農
家
で
収
穫
体
験
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
に
よ
り
、
わ
さ
び
丼
な
ど

を
販
売
す
る
「
東
京
わ
さ
び
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
」
、「
日
本
一
観
光
用
公
衆

ト
イ
レ
が
き
れ
い
な
町
、奥
多
摩
」

を
目
指
す
「
Ｏ
Ｐ
Ｔ
（
オ
ピ
ト
）」

（
奥
多
摩
総
合
開
発
株
式
会
社
）、

そ
し
て
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
な

ど
を
企
画
す
る
「
お
く
た
ま
地
域

振
興
財
団
」
の
地
域
事
業
者
３
団

体
に
、
「
任
命
書
」
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
令
和
５
年
度

中
に
、
鳩
ノ
巣
駅
周
辺
で
古
民
家

ホ
テ
ル
お
よ
び
古
民
家
レ
ス
ト
ラ

ン
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
、
令
和

８
年
度
ま
で
に
は
、
沿
線
全
体
で

５
棟
か
ら
８
棟
の
古
民
家
ホ
テ
ル

の
整
備
を
行
い
、
宿
泊
事
業
と
体

験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
を
実
施

し
て
い
く
と
と
も
に
、
沿
線
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

７月号

前列右から飯島青梅駅長、内田八王子支社長、

嶋田社長、師岡町長、原島観光協会長、後列右か

らおくたま地域振興財団白田さん、ＯＰＴ大井さ

ん、関さん、東京わさびブラザーズ角井兄弟

　（▲３枚目の写真提供 :袴田和彦氏）
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奥
多
摩
工
業
さ
ん
１
０
０
万
円
を
ご
寄
付

　
奥
多
摩
町
の
財
政
運
営
資
金

と
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

今
年
も
奥
多
摩
工
業
さ
ん
が

１
０
０
万
円
を
ご
寄
付
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
ご
寄
付
の
趣
旨
に
基
づ
き
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
写
真
は
、
松
川
昌
則
前

社
長
（
右
）、
山
下
一
夫
社
長

（
中
）
か
ら
寄
付
を
受
け
る
師

岡
町
長
）

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

ご
寄
付
・
表
彰

少
年
野
球
募
集
ほ
か

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集
！

　
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
か
ら
奥
多
摩
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
副
会
長
の
山
本
操

氏
、
委
員
の
榎
戸
雄
一
氏
、
池

田
慎
氏
が
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
東
京

都
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

写
真
は
、
右
か
ら
榎
戸
雄
一

氏
、
山
本
操
氏
、
池
田
慎
氏
）

紺
綬
褒
章
受
章

　
梅
沢
に
お
住
ま
い
で
し
た
故

濱
野
フ
ヂ
様
が
所
有
し
て
い
た

財
産
を
、
ご
遺
族
の
藤
野
カ
ツ

様
（
青
梅
市
）
、
伊
藤
明
広
様
（
国

立
市
）
か
ら
若
者
定
住
推
進
事

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
昨

年
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
お

二
人
が
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

少
年
野
球
教
室
参
加
者
募
集
！

　
　
　
　（
令
和
４
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
）

　
小
学
生
を
対
象
に
少
年
野
球

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
２
日
（
土
）
か

ら
９
月
18
日
（
日
）
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
・
日
曜
日
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
数
時

間
の
参
加
も
可
能
で
す
）

＊
雨
天
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
会
場
〕
古
里
小
学
校
校
庭
他

〔
対
象
者
〕
小
学
生(

男
・
女
）

〔
服
装
〕
運
動
の
で
き
る
格
好

（
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
）・
運
動
靴

〔
持
ち
物
〕
グ
ロ
ー
ブ
（
お
持

ち
で
な
い
方
は
貸
出
用
あ
り
）・

タ
オ
ル
・
お
弁
当
・
飲
み
物

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
込
〕
教
育
課
ま
た
は
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
随
時
受
付
け
ま
す
）

〔
主
催
〕
奥
多
摩
町
体
育
協
会
・

東
京
都
・（
公
財
）
東
京
都
体

育
協
会

〔
主
管
〕
古
里
少
年
野
球
ク
ラ

ブ※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

教
育
課
　
　
☎
83
‐
２
２
４
６

　
奥
多
摩
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
で
は
、
令
和
４
年
度
ジ
ュ
ニ

ア
育
成
地
域
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

を
対
象
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
９
日
・
16
日
・

23
日
い
ず
れ
も
（
土
）
午
後
６

時
50
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

〔
会
場
〕
奥
多
摩
中
学
校
体
育

館〔
対
象
者
〕
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
（
小
学
３
年
生
以
下
の

児
童
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同

伴
）

〔
内
容
〕
基
本
練
習
か
ら
試
合

ま
で

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
持
ち
物
〕
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ

ト
（
お
持
ち
の
場
合
）
な
ど
。

〔
申
込
〕
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
随
時
受
付
け

ま
す
）

〔
主
催
〕
奥
多
摩
町
体
育
協
会
・

東
京
都
・（
公
財
）
東
京
都
体

育
協
会

〔
主
管
〕
奥
多
摩
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ク
ラ
ブ

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

教
育
課

　
　
☎
83
‐
２
２
４
６
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つ
ぎ
の
方
が
、
４
月
１
日
付

で
自
治
委
員
（
自
治
会
長
）
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
任
期
２
年（
敬
称
略
）

（
自
治
会
）
　（
氏
　
名
）

川
　
井
　
　
酒
井
　
弘
幸（
新
）

大
丹
波
　
　
加
藤
　
竜
也

梅
　
沢
　
　
濱
野
　
文
夫

丹
三
郎
　
　
原
島
　
貞
夫

小
丹
波
　
　
田
中
　
文
明

棚
　
沢
　
　
清
水
　
欣
二（
新
）

白
　
丸
　
　
髙
梨
　
與
一（
新
）

大
氷
川
　
　
宇
佐
美
敏
郎（
新
）

常
　
磐
　
　
小
澤
　
榮
一

長
　
畑
　
　
原
島
　
　
肇

自
治
会
連
合
会
長
に

濱

野 

文

夫 

氏

　
５
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

自
治
会
連
合
会
総
会
に
お
い

て
、
梅
沢
自
治
会
長
の
濱
野
文

夫
氏
が
連
合
会
長
に
、
連
合
副

会
長
に
大
丹
波
自
治
会
長
の
加

藤
竜
也
氏
、
常
磐
自
治
会
長
の

小
澤
榮
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

固
定
資
産
評
価
審
査

　
　委

員
会
委
員
に

山

宮 
敏

夫 

氏

　
奥
多
摩
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
、
つ
ぎ
の
方

が
議
会
の
同
意
を
得
て
６
月
20

日
付
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
任
期
３
年(

敬
称
略
）

山
宮

　
敏
夫
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
　(

小
丹
波)

＊
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
評
価

額
な
ど
に
対
す
る
不
服
の
申
し

立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
審
査
を

す
る
機
関
で
す
。

投　　票　　日
７月１０日（日）　   午前７時～午後６時
町内１０投票所

期 日 前 投 票
７月９日（土）まで　午前８時３０分～午後８時　
町役場会議室（地下１階）

詳細のお知らせ 各自治会を通じて配布したチラシを参照

７月１０日（日）は参議院議員選挙の投票日です

南
氷
川
　
　
小
峰
　
将
史（
新
）

栃
久
保
　
　
増
田
　
勝
彦（
新
）

大
　
沢
　
　
天
野
　
好
夫

日
　
原
　
　
黒
澤
　
庄
悟

海
　
沢
　
　
村
木
　
文
男（
新
）

　
境
　
　
　
山
田
　
　
彰

中
　
山
　
　
森
田
　
泰
宏

小
河
内
　
　
川
村
　
文
雄（
新
）

自

　治

　委

　員

　の

　委

　嘱

※問い合わせは、町選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎８３－２３４５内線４３０

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

の

委

嘱

 

任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
１

日
付
で
つ
ぎ
の
方
々
が
町
の
明

る
い
選
挙
推
進
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
任
期
２
年(

敬
称
略)

　
第
１
投
票
区
　
堀
口
　
静
江

　
第
２
投
票
区
　
須
崎
美
和
子

　
第
３
投
票
区
　
新
島
　
正
幸

　
第
４
投
票
区
　
上
野
　
優
子

　
第
５
投
票
区
　
大
澤
美
和
子

　
第
６
投
票
区
　
木
村
　
裕
三

　
第
７
投
票
区
　
大
野
千
代
子

　
第
７
投
票
区
　
小
作
　
五
子

　
第
７
投
票
区
　
荒
井
　
　
茂

○
第
８
投
票
区
　
原
島
　
公
理

　
第
９
投
票
区
　
島
﨑
　
武
雄

◎
第
10
投
票
区
　
清
水
善
太
郎

　
第
10
投
票
区
　
大
久
保
雄
二

　
公
　
募
　
　
　
藤
川
　
路
子

　
公
　
募
　
　
　
●
方
　
弘
美

　
公
　
募
　
　
　
河
村
　
正
人

＊
◎
会
長
・
○
副
会
長

奥多摩町職員（保健師）募集

【職種・採用予定人数】保健師・若干名

【応募資格】昭和４２年４月２日以降に生まれた方で、

　保健師の資格のある方 (取得予定の方 )

【応募方法】町ホームページまたは町役場、保健福祉

　センター、子ども家庭支援センター、文化会館に置

　いてある「職員採用試験申込書」に必要事項を記入

　し、保健師資格証の写し、または卒業（見込）証明

　書を添付のうえ、本人または代理人が、直接役場総

　務課へ提出するか、簡易書留で郵送してください。

【申込受付期限】７月１５日（金）午後５時１５分

【試験内容など】試験日は７月２４日（日）　面接

【会場】奥多摩町役場

【採用予定日】令和４年８月１日以降（応相談）

【問い合わせ】

　総務課     ( 試験について )  ☎８３－２３４５　

　福祉保健課 ( 業務について )　☎８３－２７７７

自
治
委
員
の
委
嘱

選
挙
投
票
日
ほ
か
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長
　
畑
　
　
原
島
　
　
肇

自
治
会
連
合
会
長
に

濱

野 

文

夫 

氏

　
５
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

自
治
会
連
合
会
総
会
に
お
い

て
、
梅
沢
自
治
会
長
の
濱
野
文

夫
氏
が
連
合
会
長
に
、
連
合
副

会
長
に
大
丹
波
自
治
会
長
の
加

藤
竜
也
氏
、
常
磐
自
治
会
長
の

小
澤
榮
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

固
定
資
産
評
価
審
査

　
　委

員
会
委
員
に

山

宮 
敏

夫 

氏

　
奥
多
摩
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
、
つ
ぎ
の
方

が
議
会
の
同
意
を
得
て
６
月
20

日
付
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
任
期
３
年(

敬
称
略
）

山
宮

　
敏
夫
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
　(

小
丹
波)

＊
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
評
価

額
な
ど
に
対
す
る
不
服
の
申
し

立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
審
査
を

す
る
機
関
で
す
。

投　　票　　日
７月１０日（日）　   午前７時～午後６時
町内１０投票所

期 日 前 投 票
７月９日（土）まで　午前８時３０分～午後８時　
町役場会議室（地下１階）

詳細のお知らせ 各自治会を通じて配布したチラシを参照

７月１０日（日）は参議院議員選挙の投票日です

南
氷
川
　
　
小
峰
　
将
史（
新
）

栃
久
保
　
　
増
田
　
勝
彦（
新
）

大
　
沢
　
　
天
野
　
好
夫

日
　
原
　
　
黒
澤
　
庄
悟

海
　
沢
　
　
村
木
　
文
男（
新
）

　
境
　
　
　
山
田
　
　
彰

中
　
山
　
　
森
田
　
泰
宏

小
河
内
　
　
川
村
　
文
雄（
新
）

自

　治

　委

　員

　の

　委

　嘱

※問い合わせは、町選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎８３－２３４５内線４３０

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

の

委

嘱

 

任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
１

日
付
で
つ
ぎ
の
方
々
が
町
の
明

る
い
選
挙
推
進
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
任
期
２
年(

敬
称
略)

　
第
１
投
票
区
　
堀
口
　
静
江

　
第
２
投
票
区
　
須
崎
美
和
子

　
第
３
投
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区
　
新
島
　
正
幸

　
第
４
投
票
区
　
上
野
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第
５
投
票
区
　
大
澤
美
和
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第
６
投
票
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木
村
　
裕
三

　
第
７
投
票
区
　
大
野
千
代
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第
７
投
票
区
　
小
作
　
五
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第
７
投
票
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荒
井
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○
第
８
投
票
区
　
原
島
　
公
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第
９
投
票
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島
﨑
　
武
雄

◎
第
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投
票
区
　
清
水
善
太
郎

　
第
10
投
票
区
　
大
久
保
雄
二

　
公
　
募
　
　
　
藤
川
　
路
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公
　
募
　
　
　
●
方
　
弘
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公
　
募
　
　
　
河
村
　
正
人

＊
◎
会
長
・
○
副
会
長

奥多摩町職員（保健師）募集

【職種・採用予定人数】保健師・若干名

【応募資格】昭和４２年４月２日以降に生まれた方で、

　保健師の資格のある方 (取得予定の方 )

【応募方法】町ホームページまたは町役場、保健福祉

　センター、子ども家庭支援センター、文化会館に置

　いてある「職員採用試験申込書」に必要事項を記入

　し、保健師資格証の写し、または卒業（見込）証明

　書を添付のうえ、本人または代理人が、直接役場総

　務課へ提出するか、簡易書留で郵送してください。

【申込受付期限】７月１５日（金）午後５時１５分

【試験内容など】試験日は７月２４日（日）　面接

【会場】奥多摩町役場

【採用予定日】令和４年８月１日以降（応相談）

【問い合わせ】

　総務課     ( 試験について )  ☎８３－２３４５　

　福祉保健課 ( 業務について )　☎８３－２７７７

自
治
委
員
の
委
嘱

選
挙
投
票
日
ほ
か

圡
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奥
多
摩
工
業
さ
ん
１
０
０
万
円
を
ご
寄
付

　
奥
多
摩
町
の
財
政
運
営
資
金

と
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

今
年
も
奥
多
摩
工
業
さ
ん
が

１
０
０
万
円
を
ご
寄
付
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
ご
寄
付
の
趣
旨
に
基
づ
き
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
写
真
は
、
松
川
昌
則
前

社
長
（
右
）、
山
下
一
夫
社
長

（
中
）
か
ら
寄
付
を
受
け
る
師

岡
町
長
）

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

ご
寄
付
・
表
彰

少
年
野
球
募
集
ほ
か

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集
！

　
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
か
ら
奥
多
摩
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
副
会
長
の
山
本
操

氏
、
委
員
の
榎
戸
雄
一
氏
、
池

田
慎
氏
が
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
東
京

都
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

写
真
は
、
右
か
ら
榎
戸
雄
一

氏
、
山
本
操
氏
、
池
田
慎
氏
）

紺
綬
褒
章
受
章

　
梅
沢
に
お
住
ま
い
で
し
た
故

濱
野
フ
ヂ
様
が
所
有
し
て
い
た

財
産
を
、
ご
遺
族
の
藤
野
カ
ツ

様
（
青
梅
市
）
、
伊
藤
明
広
様
（
国

立
市
）
か
ら
若
者
定
住
推
進
事

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
昨

年
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
お

二
人
が
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

少
年
野
球
教
室
参
加
者
募
集
！

　
　
　
　（
令
和
４
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
）

　
小
学
生
を
対
象
に
少
年
野
球

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
２
日
（
土
）
か

ら
９
月
18
日
（
日
）
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
・
日
曜
日
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
数
時

間
の
参
加
も
可
能
で
す
）

＊
雨
天
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
会
場
〕
古
里
小
学
校
校
庭
他

〔
対
象
者
〕
小
学
生(

男
・
女
）

〔
服
装
〕
運
動
の
で
き
る
格
好

（
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
）・
運
動
靴

〔
持
ち
物
〕
グ
ロ
ー
ブ
（
お
持

ち
で
な
い
方
は
貸
出
用
あ
り
）・

タ
オ
ル
・
お
弁
当
・
飲
み
物

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
込
〕
教
育
課
ま
た
は
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
随
時
受
付
け
ま
す
）

〔
主
催
〕
奥
多
摩
町
体
育
協
会
・

東
京
都
・（
公
財
）
東
京
都
体

育
協
会

〔
主
管
〕
古
里
少
年
野
球
ク
ラ

ブ※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

教
育
課
　
　
☎
83
‐
２
２
４
６

　
奥
多
摩
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
で
は
、
令
和
４
年
度
ジ
ュ
ニ

ア
育
成
地
域
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

を
対
象
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
９
日
・
16
日
・

23
日
い
ず
れ
も
（
土
）
午
後
６

時
50
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

〔
会
場
〕
奥
多
摩
中
学
校
体
育

館〔
対
象
者
〕
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
（
小
学
３
年
生
以
下
の

児
童
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同

伴
）

〔
内
容
〕
基
本
練
習
か
ら
試
合

ま
で

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
持
ち
物
〕
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ

ト
（
お
持
ち
の
場
合
）
な
ど
。

〔
申
込
〕
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
随
時
受
付
け

ま
す
）

〔
主
催
〕
奥
多
摩
町
体
育
協
会
・

東
京
都
・（
公
財
）
東
京
都
体

育
協
会

〔
主
管
〕
奥
多
摩
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ク
ラ
ブ

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

教
育
課
　
　
☎
83
‐
２
２
４
６
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【都内の大規模接種】

　新型コロナウイルスワクチン接種は、各会場の条件に該当すれば、奥多摩町の接種会場以外でも接種

が可能です。都内の大規模接種会場で接種希望の方は、東京都のホームページをご覧ください。

【１２歳以上初回（２回）接種】

　ワクチンの２回接種を受けていない１２歳以上の方で、接種を希望される方は、町内の医療機関での

個別接種となりますので、接種を希望される月の前月１５日（８月に接種希望の際は７月１５日）まで

に、福祉保健課までご連絡ください。なお、現時点で、ファイザー社製ワクチンの２回接種の対象年齢

である１２歳に到達される方へは、誕生月に通知にてお知らせします。

【小児初回（２回）接種】

　５歳から１１歳の方を対象とした小児用ワクチン接種を実施します。接種を希望される方は、下記ス

ケジュールをご確認いただき、お持ちのスマートフォンやパソコンでインターネットから予約をお願い

します。接種券が届いていない方や紛失された方は、ワクチン接種コールセンターへご連絡をお願いし

ます。

申請方法 窓口または郵送申請 アプリ申請

  必要なもの

・申請書

・旅券（パスポート）またはその写し

・接種履歴が確認できる書類

　予防接種済証（臨時）、接種記録書

　またはその写し

・本人確認書類またはその写し

　（住民票上の住所の記載されたもの）

事前にアプリをダウンロード

　App Store または Google Play で「接種証明書ア

プリ」と検索して、インストールできます。

・マイナンバーカード

・マイナンバーカードの券面入力補助用暗証番号

　（カード受取の際に設定した４桁の数字）

・パスポート（海外用を発行する方）

区　　　　　分 接種券発送時期 接種会場

５歳から１１歳の方
１回目　８月　３日（水）予定

２回目　８月２４日（水）予定
文化会館

＊ワクチン接種後も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密など感染予防にご協力をお願いします。

※申請窓口、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

【新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行】

　新型コロナウイルスワクチン接種を受けた方であって、海外渡航などの事情により予防接種済証とは

別に接種証明が必要な方に新型コロナウイルスワクチン接種証明書を発行しています。

『認知症サポーター出張養成講座』に伺います

　２０２５年には、高齢者の５人に１人が認知症の

時代になります。みなさん認知症のこと、しっかり

と理解できていますか。認知症サポーターとは認知

症の正しい知識を持ち、認知症の人やその家族を温

かく見守る応援者です。何か特別なことや、難しい

ことをする人ではありせん。一人でも多くの人が、

認知症の人やその家族の応援者になることが、認知

症になっても住み慣れた地域で、安心して暮らして

いけるまちづくりの第一歩です。

・小人数（１０人未満）から開催ができます

・費用は無料、テキストは準備します

・時間は１時間程度

※問い合わせは、　地域包括支援センター　

　　　　　　　　　　　　　　☎８３－８５５５

　道路交通の支障となる
　　　　　　立木の伐採などのお願い

　近年、立木の成長により、道路を挟み山側お

よび川側に生い茂り、倒木や落枝など、道路交

通の妨げとなり、事故の要因に繋がる危険箇所

が点在しています。また、庭木の枝葉がのびて

道路上に張り出し、カーブミラーや道路標識の

視界を遮るなど、年間を通して道路に様々な支

障を来しています。

　交通事故を未然に防止し、安全な通行を確保

するために、樹木の所有者の方は、立木の伐採、

樹木や垣根・庭木の枝葉の剪定をお願いします。

　なお、草刈り機を使用する際は、飛び石など

周囲の状況に気を付けて実施をお願いします。

※問い合わせは、環境整備課☎８３－２３６７
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     新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

　町では、国の新型コロナウイルスワクチン追加接種の決定を受け、町民のみなさんが

安心して４回目のワクチン接種ができるよう準備を進めています。

【新型コロナウイルスワクチンの追加（４回目）接種について】

　・３回目接種を終了された方のうち、原則５か月以上経過した６０歳以上の方および１８歳以上６０

　　歳未満の基礎疾患を有する方が４回目接種の対象者となります。

　・４回目接種に使用するワクチンは、３回目に接種したワクチンにかかわらず、ファイザー社製また

　　はモデルナ社製のワクチン（mRNA ワクチン）を用いることが適当であるとされています。

　・６０歳未満の基礎疾患を有する方で接種を希望される方は奥多摩町新型コロナウイルスワクチン接

　　種コールセンター☎０１２０－３３１－５０３へ申し込みをお願いします。ただし、昨年の初回接

　　種時に申し込みをされた方は不要です。なお、基礎疾患の一覧は広報おくたま６月号をご覧くださ

　　い。

＜接種にかかる費用＞

　無料（全額公費で行うため費用はかかりません）

＜追加接種スケジュール・接種券発送時期＞

　国の方針により変更となる場合がありますが、現時点では、３回目の接種完了日から原則５か月経過

する必要があるため、接種スケジュールは下記のとおりとなります。

区　　　　　分 接種券発送時期 接種開始時期

７５歳以上の高齢者 ７月上旬 ７月下旬から

６５歳から７４歳までの高齢者 ７月下旬 ８月中旬から

６０歳から６４歳までの方
基礎疾患を有する方

８月上旬 ９月上旬から

＜接種会場・日時＞

　町では、「文化会館」、「福祉会館」を会場とし、土曜・日曜（午前９時～午後４時３０分）の日程で

集団接種を予定しています。６５歳以上の方に対しては、お住いの地区ごとに指定した会場・日時を接

種券に同封して通知します。

【１２歳以上追加（３回目）接種】

　今後接種を希望される方は、個別の医療機関での接種となりますので、下記スケジュールをご確認い

ただき、お持ちのスマートフォンやパソコンでインターネットから予約をお願いします。

　１２歳以上の方へ接種券を発送しましたが、接種券が届いていない方は、ワクチン接種コールセンター

へご連絡をお願いします。

区　　　分 接種日時 接種会場 ワクチンの種類

１２歳以上の方

７月２２日（金）１６：００～ 双葉会診療所

ファイザー社製

８月　５日（金）１６：３０～ 古里診療所

８月１０日（水）１６：００～ 奥多摩病院

８月１７日（水）１６：００～ 奥多摩病院

８月２６日（金）１６：３０～ 古里診療所

※問い合わせは、奥多摩町新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター

　町では、接種に関することなどの電話相談窓口としてコールセンターを設置していますのでご利用

ください。☎０１２０－３３１－５０３

〔受付〕午前８時３０分～午後５時１５分（平日のみ）

《次ページへ続く》
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     新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

　町では、国の新型コロナウイルスワクチン追加接種の決定を受け、町民のみなさんが

安心して４回目のワクチン接種ができるよう準備を進めています。

【新型コロナウイルスワクチンの追加（４回目）接種について】

　・３回目接種を終了された方のうち、原則５か月以上経過した６０歳以上の方および１８歳以上６０

　　歳未満の基礎疾患を有する方が４回目接種の対象者となります。

　・４回目接種に使用するワクチンは、３回目に接種したワクチンにかかわらず、ファイザー社製また

　　はモデルナ社製のワクチン（mRNA ワクチン）を用いることが適当であるとされています。

　・６０歳未満の基礎疾患を有する方で接種を希望される方は奥多摩町新型コロナウイルスワクチン接

　　種コールセンター☎０１２０－３３１－５０３へ申し込みをお願いします。ただし、昨年の初回接

　　種時に申し込みをされた方は不要です。なお、基礎疾患の一覧は広報おくたま６月号をご覧くださ

　　い。

＜接種にかかる費用＞

　無料（全額公費で行うため費用はかかりません）

＜追加接種スケジュール・接種券発送時期＞

　国の方針により変更となる場合がありますが、現時点では、３回目の接種完了日から原則５か月経過

する必要があるため、接種スケジュールは下記のとおりとなります。

区　　　　　分 接種券発送時期 接種開始時期

７５歳以上の高齢者 ７月上旬 ７月下旬から

６５歳から７４歳までの高齢者 ７月下旬 ８月中旬から

６０歳から６４歳までの方
基礎疾患を有する方

８月上旬 ９月上旬から

＜接種会場・日時＞

　町では、「文化会館」、「福祉会館」を会場とし、土曜・日曜（午前９時～午後４時３０分）の日程で

集団接種を予定しています。６５歳以上の方に対しては、お住いの地区ごとに指定した会場・日時を接

種券に同封して通知します。

【１２歳以上追加（３回目）接種】

　今後接種を希望される方は、個別の医療機関での接種となりますので、下記スケジュールをご確認い

ただき、お持ちのスマートフォンやパソコンでインターネットから予約をお願いします。

　１２歳以上の方へ接種券を発送しましたが、接種券が届いていない方は、ワクチン接種コールセンター

へご連絡をお願いします。

区　　　分 接種日時 接種会場 ワクチンの種類

１２歳以上の方

７月２２日（金）１６：００～ 双葉会診療所

ファイザー社製

８月　５日（金）１６：３０～ 古里診療所

８月１０日（水）１６：００～ 奥多摩病院

８月１７日（水）１６：００～ 奥多摩病院

８月２６日（金）１６：３０～ 古里診療所

※問い合わせは、奥多摩町新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター

　町では、接種に関することなどの電話相談窓口としてコールセンターを設置していますのでご利用

ください。☎０１２０－３３１－５０３

〔受付〕午前８時３０分～午後５時１５分（平日のみ）

《次ページへ続く》
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     新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

　町では、国の新型コロナウイルスワクチン追加接種の決定を受け、町民のみなさんが

安心して４回目のワクチン接種ができるよう準備を進めています。

【新型コロナウイルスワクチンの追加（４回目）接種について】

　・３回目接種を終了された方のうち、原則５か月以上経過した６０歳以上の方および１８歳以上６０

　　歳未満の基礎疾患を有する方が４回目接種の対象者となります。

　・４回目接種に使用するワクチンは、３回目に接種したワクチンにかかわらず、ファイザー社製また

　　はモデルナ社製のワクチン（mRNA ワクチン）を用いることが適当であるとされています。

　・６０歳未満の基礎疾患を有する方で接種を希望される方は奥多摩町新型コロナウイルスワクチン接

　　種コールセンター☎０１２０－３３１－５０３へ申し込みをお願いします。ただし、昨年の初回接

　　種時に申し込みをされた方は不要です。なお、基礎疾患の一覧は広報おくたま６月号をご覧くださ

　　い。

＜接種にかかる費用＞

　無料（全額公費で行うため費用はかかりません）

＜追加接種スケジュール・接種券発送時期＞

　国の方針により変更となる場合がありますが、現時点では、３回目の接種完了日から原則５か月経過

する必要があるため、接種スケジュールは下記のとおりとなります。

区　　　　　分 接種券発送時期 接種開始時期

７５歳以上の高齢者 ７月上旬 ７月下旬から

６５歳から７４歳までの高齢者 ７月下旬 ８月中旬から

６０歳から６４歳までの方
基礎疾患を有する方

８月上旬 ９月上旬から

＜接種会場・日時＞

　町では、「文化会館」、「福祉会館」を会場とし、土曜・日曜（午前９時～午後４時３０分）の日程で

集団接種を予定しています。６５歳以上の方に対しては、お住いの地区ごとに指定した会場・日時を接

種券に同封して通知します。

【１２歳以上追加（３回目）接種】

　今後接種を希望される方は、個別の医療機関での接種となりますので、下記スケジュールをご確認い

ただき、お持ちのスマートフォンやパソコンでインターネットから予約をお願いします。

　１２歳以上の方へ接種券を発送しましたが、接種券が届いていない方は、ワクチン接種コールセンター

へご連絡をお願いします。

区　　　分 接種日時 接種会場 ワクチンの種類

１２歳以上の方

７月２２日（金）１６：００～ 双葉会診療所

ファイザー社製

８月　５日（金）１６：３０～ 古里診療所

８月１０日（水）１６：００～ 奥多摩病院

８月１７日（水）１６：００～ 奥多摩病院

８月２６日（金）１６：３０～ 古里診療所

※問い合わせは、奥多摩町新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター

　町では、接種に関することなどの電話相談窓口としてコールセンターを設置していますのでご利用

ください。☎０１２０－３３１－５０３

〔受付〕午前８時３０分～午後５時１５分（平日のみ）

《次ページへ続く》
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【都内の大規模接種】

　新型コロナウイルスワクチン接種は、各会場の条件に該当すれば、奥多摩町の接種会場以外でも接種

が可能です。都内の大規模接種会場で接種希望の方は、東京都のホームページをご覧ください。

【１２歳以上初回（２回）接種】

　ワクチンの２回接種を受けていない１２歳以上の方で、接種を希望される方は、町内の医療機関での

個別接種となりますので、接種を希望される月の前月１５日（８月に接種希望の際は７月１５日）まで

に、福祉保健課までご連絡ください。なお、現時点で、ファイザー社製ワクチンの２回接種の対象年齢

である１２歳に到達される方へは、誕生月に通知にてお知らせします。

【小児初回（２回）接種】

　５歳から１１歳の方を対象とした小児用ワクチン接種を実施します。接種を希望される方は、下記ス

ケジュールをご確認いただき、お持ちのスマートフォンやパソコンでインターネットから予約をお願い

します。接種券が届いていない方や紛失された方は、ワクチン接種コールセンターへご連絡をお願いし

ます。

申請方法 窓口または郵送申請 アプリ申請

  必要なもの

・申請書

・旅券（パスポート）またはその写し

・接種履歴が確認できる書類

　予防接種済証（臨時）、接種記録書

　またはその写し

・本人確認書類またはその写し

　（住民票上の住所の記載されたもの）

事前にアプリをダウンロード

　App Store または Google Play で「接種証明書ア

プリ」と検索して、インストールできます。

・マイナンバーカード

・マイナンバーカードの券面入力補助用暗証番号

　（カード受取の際に設定した４桁の数字）

・パスポート（海外用を発行する方）

区　　　　　分 接種券発送時期 接種会場

５歳から１１歳の方
１回目　８月　３日（水）予定

２回目　８月２４日（水）予定
文化会館

＊ワクチン接種後も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密など感染予防にご協力をお願いします。

※申請窓口、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

【新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行】

　新型コロナウイルスワクチン接種を受けた方であって、海外渡航などの事情により予防接種済証とは

別に接種証明が必要な方に新型コロナウイルスワクチン接種証明書を発行しています。

『認知症サポーター出張養成講座』に伺います

　２０２５年には、高齢者の５人に１人が認知症の

時代になります。みなさん認知症のこと、しっかり

と理解できていますか。認知症サポーターとは認知

症の正しい知識を持ち、認知症の人やその家族を温

かく見守る応援者です。何か特別なことや、難しい

ことをする人ではありせん。一人でも多くの人が、

認知症の人やその家族の応援者になることが、認知

症になっても住み慣れた地域で、安心して暮らして

いけるまちづくりの第一歩です。

・小人数（１０人未満）から開催ができます

・費用は無料、テキストは準備します

・時間は１時間程度

※問い合わせは、　地域包括支援センター　

　　　　　　　　　　　　　　☎８３－８５５５

　道路交通の支障となる
　　　　　　立木の伐採などのお願い

　近年、立木の成長により、道路を挟み山側お

よび川側に生い茂り、倒木や落枝など、道路交

通の妨げとなり、事故の要因に繋がる危険箇所

が点在しています。また、庭木の枝葉がのびて

道路上に張り出し、カーブミラーや道路標識の

視界を遮るなど、年間を通して道路に様々な支

障を来しています。

　交通事故を未然に防止し、安全な通行を確保

するために、樹木の所有者の方は、立木の伐採、

樹木や垣根・庭木の枝葉の剪定をお願いします。

　なお、草刈り機を使用する際は、飛び石など

周囲の状況に気を付けて実施をお願いします。

※問い合わせは、環境整備課☎８３－２３６７
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【都内の大規模接種】

　新型コロナウイルスワクチン接種は、各会場の条件に該当すれば、奥多摩町の接種会場以外でも接種

が可能です。都内の大規模接種会場で接種希望の方は、東京都のホームページをご覧ください。

【１２歳以上初回（２回）接種】

　ワクチンの２回接種を受けていない１２歳以上の方で、接種を希望される方は、町内の医療機関での

個別接種となりますので、接種を希望される月の前月１５日（８月に接種希望の際は７月１５日）まで

に、福祉保健課までご連絡ください。なお、現時点で、ファイザー社製ワクチンの２回接種の対象年齢

である１２歳に到達される方へは、誕生月に通知にてお知らせします。

【小児初回（２回）接種】

　５歳から１１歳の方を対象とした小児用ワクチン接種を実施します。接種を希望される方は、下記ス

ケジュールをご確認いただき、お持ちのスマートフォンやパソコンでインターネットから予約をお願い

します。接種券が届いていない方や紛失された方は、ワクチン接種コールセンターへご連絡をお願いし

ます。

申請方法 窓口または郵送申請 アプリ申請

  必要なもの

・申請書

・旅券（パスポート）またはその写し

・接種履歴が確認できる書類

　予防接種済証（臨時）、接種記録書

　またはその写し

・本人確認書類またはその写し

　（住民票上の住所の記載されたもの）

事前にアプリをダウンロード

　App Store または Google Play で「接種証明書ア

プリ」と検索して、インストールできます。

・マイナンバーカード

・マイナンバーカードの券面入力補助用暗証番号

　（カード受取の際に設定した４桁の数字）

・パスポート（海外用を発行する方）

区　　　　　分 接種券発送時期 接種会場

５歳から１１歳の方
１回目　８月　３日（水）予定

２回目　８月２４日（水）予定
文化会館

＊ワクチン接種後も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密など感染予防にご協力をお願いします。

※申請窓口、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

【新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行】

　新型コロナウイルスワクチン接種を受けた方であって、海外渡航などの事情により予防接種済証とは

別に接種証明が必要な方に新型コロナウイルスワクチン接種証明書を発行しています。

『認知症サポーター出張養成講座』に伺います

　２０２５年には、高齢者の５人に１人が認知症の

時代になります。みなさん認知症のこと、しっかり

と理解できていますか。認知症サポーターとは認知

症の正しい知識を持ち、認知症の人やその家族を温

かく見守る応援者です。何か特別なことや、難しい

ことをする人ではありせん。一人でも多くの人が、

認知症の人やその家族の応援者になることが、認知

症になっても住み慣れた地域で、安心して暮らして

いけるまちづくりの第一歩です。

・小人数（１０人未満）から開催ができます

・費用は無料、テキストは準備します

・時間は１時間程度

※問い合わせは、　地域包括支援センター　

　　　　　　　　　　　　　　☎８３－８５５５

　道路交通の支障となる
　　　　　　立木の伐採などのお願い

　近年、立木の成長により、道路を挟み山側お

よび川側に生い茂り、倒木や落枝など、道路交

通の妨げとなり、事故の要因に繋がる危険箇所

が点在しています。また、庭木の枝葉がのびて

道路上に張り出し、カーブミラーや道路標識の

視界を遮るなど、年間を通して道路に様々な支

障を来しています。

　交通事故を未然に防止し、安全な通行を確保

するために、樹木の所有者の方は、立木の伐採、

樹木や垣根・庭木の枝葉の剪定をお願いします。

　なお、草刈り機を使用する際は、飛び石など

周囲の状況に気を付けて実施をお願いします。

※問い合わせは、環境整備課☎８３－２３６７
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【都内の大規模接種】

　新型コロナウイルスワクチン接種は、各会場の条件に該当すれば、奥多摩町の接種会場以外でも接種

が可能です。都内の大規模接種会場で接種希望の方は、東京都のホームページをご覧ください。

【１２歳以上初回（２回）接種】

　ワクチンの２回接種を受けていない１２歳以上の方で、接種を希望される方は、町内の医療機関での

個別接種となりますので、接種を希望される月の前月１５日（８月に接種希望の際は７月１５日）まで

に、福祉保健課までご連絡ください。なお、現時点で、ファイザー社製ワクチンの２回接種の対象年齢

である１２歳に到達される方へは、誕生月に通知にてお知らせします。

【小児初回（２回）接種】

　５歳から１１歳の方を対象とした小児用ワクチン接種を実施します。接種を希望される方は、下記ス

ケジュールをご確認いただき、お持ちのスマートフォンやパソコンでインターネットから予約をお願い

します。接種券が届いていない方や紛失された方は、ワクチン接種コールセンターへご連絡をお願いし

ます。

申請方法 窓口または郵送申請 アプリ申請

  必要なもの

・申請書

・旅券（パスポート）またはその写し

・接種履歴が確認できる書類

　予防接種済証（臨時）、接種記録書

　またはその写し

・本人確認書類またはその写し

　（住民票上の住所の記載されたもの）

事前にアプリをダウンロード

　App Store または Google Play で「接種証明書ア

プリ」と検索して、インストールできます。

・マイナンバーカード

・マイナンバーカードの券面入力補助用暗証番号

　（カード受取の際に設定した４桁の数字）

・パスポート（海外用を発行する方）

区　　　　　分 接種券発送時期 接種会場

５歳から１１歳の方
１回目　８月　３日（水）予定

２回目　８月２４日（水）予定
文化会館

＊ワクチン接種後も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密など感染予防にご協力をお願いします。

※申請窓口、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

【新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行】

　新型コロナウイルスワクチン接種を受けた方であって、海外渡航などの事情により予防接種済証とは

別に接種証明が必要な方に新型コロナウイルスワクチン接種証明書を発行しています。

『認知症サポーター出張養成講座』に伺います

　２０２５年には、高齢者の５人に１人が認知症の

時代になります。みなさん認知症のこと、しっかり

と理解できていますか。認知症サポーターとは認知

症の正しい知識を持ち、認知症の人やその家族を温

かく見守る応援者です。何か特別なことや、難しい

ことをする人ではありせん。一人でも多くの人が、

認知症の人やその家族の応援者になることが、認知

症になっても住み慣れた地域で、安心して暮らして

いけるまちづくりの第一歩です。

・小人数（１０人未満）から開催ができます

・費用は無料、テキストは準備します

・時間は１時間程度

※問い合わせは、　地域包括支援センター　

　　　　　　　　　　　　　　☎８３－８５５５

　道路交通の支障となる
　　　　　　立木の伐採などのお願い

　近年、立木の成長により、道路を挟み山側お

よび川側に生い茂り、倒木や落枝など、道路交

通の妨げとなり、事故の要因に繋がる危険箇所

が点在しています。また、庭木の枝葉がのびて

道路上に張り出し、カーブミラーや道路標識の

視界を遮るなど、年間を通して道路に様々な支

障を来しています。

　交通事故を未然に防止し、安全な通行を確保

するために、樹木の所有者の方は、立木の伐採、

樹木や垣根・庭木の枝葉の剪定をお願いします。

　なお、草刈り機を使用する際は、飛び石など

周囲の状況に気を付けて実施をお願いします。

※問い合わせは、環境整備課☎８３－２３６７
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「奥多摩町庁舎建設委員会」住民委員の一般公募について（お知らせ）

　住民皆さんにご利用いただいている役場庁舎は、昭和４０年に建設された民間企業の事務所を増

改築したものですが、５５年以上が経過し、建物の老朽化による雨漏りや各部の不具合が多くあり、

バリアフリーへの対応も十分に行えないなど、住民サービスや役場機能の低下を招いております。

　また、国が定める耐震基準を満たしておらず、昨今の地震を含め、多発する自然災害発生時に、

災害応急活動の拠点施設としての役割を十分に果たすことが難しい状況にあることから、町では役

場庁舎の速やかな建て替えが必要であると認識し、様々な検討を進めております。

　今後、役場庁舎の建設整備に向けては、幅広い見地から意見を求めるため「奥多摩町庁舎建設委

員会」を設置してまいりますが、委員につきましては関係機関や諸団体のほか、住民の参画も呼び

かけてまいりたいと考えております。

　なお、住民委員の応募資格や募集期間などにつきましては、詳細が決まり次第、お知らせします

ので、皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０

多摩・島しょ広域連携活動助成金事業～子ども体験塾～

子 ど も 国 際 交 流 音 楽 祭

【交流コンサート】

　〔日　時〕１０月１０日（祝）午後５時～（午後４時３０分開場）

　〔会　場〕羽村市プリモホール「ゆとろぎ」大ホール

　〔入場料〕１０００円（チケットは教育課で７月１５日（金）より販売開始）

　〔内　容〕

　　・第Ⅰ部／羽村市・檜原村・奥多摩町の児童・生徒達により編成された、子ども国際交流音楽祭合

　　　　　　　唱団が歓迎演奏、ウィーンの一流の音楽家と交流演奏を行います。また、西多摩地区出

　　　　　　　身の若手音楽家による歓迎演奏も予定しています。

　　・第Ⅱ部／ウィーンの著名な音楽家の方々による木管五重奏の演奏をお楽しみください。

　＊羽村市・檜原村・奥多摩町在住の小学生から１８歳までの方、および、その同伴保護者の方（１名）

　　を無料で４００名ご招待します。７月１５日（金）から９月６日（火）まで受付け。定員になり次

　　第締め切りますので、ご希望の方は教育課社会教育係へ申し込みください。

【奥多摩交流コンサート】
　〔日　時〕１０月１１日（火） 午後１時３０分～（午後１時１５分開場）

　〔会　場〕奥多摩中学校体育館

　〔入場料〕無料

　〔内　容〕・第Ⅰ部／ウィーンの音楽家達による音楽指導および共演を行います。

　　　　　・第Ⅱ部／ウィーンの音楽家達による木管五重奏の演奏をお楽しみください。

　〔主　催〕子ども国際交流音楽祭実行委員会

　＊１１日の交流コンサートは、奥多摩中学校の５・６校時に開催します。

　＊申し込みは必要ありませんので、直接会場へお越しください。

　※問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６
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【移住・定住応援補助金】

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住宅などを購入された方を対象に、

補助金の交付（事業費の１／２・最大２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／

２・年額最大３０万円・３６か月）を行っています。さらに、町内事業者の利用および、地場木材の活

用で各１０万円分奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せで最大２２０万円分交付。町内金融機関（西東

京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利用の場合、最大３３万円利子を補給します。

【年齢要件】　　

①４５歳以下の夫婦

②子ども（高校生以下（満１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者））がいる世帯

③３５歳以下の者

*年齢要件以外にも、対象要件などがあります。詳しくは下記へお問い合わせください。

【移住・定住相談について】
　移住・定住相談会につきましては、新型コロナウイルス感染症対策の観点から総合的な相談会は延期

としておりますが、電話・メールでの問い合わせなどは随時お受けしておりますので、お気軽に下記相

談窓口にご連絡ください。なお、移住してきてお困りの方の相談も随時お受けしております。

【空き家・空き地等の相談】
　空き家の処分を考えている方、相続により建物や土地を譲り受けたが活用方法が分からない方、今所

有の建物・土地がご自身の名義でなくお困りの方などはお気軽に下記相談窓口にご連絡ください。 

※問い合わせ・相談窓口は、若者定住推進課　☎８３－２３１０

　Ｅメール：wakamono@town.okutama.tokyo.jp

若 者 定 住 推 進 課 か ら お 知 ら せ

結婚相談所利用助成事業募集のお知らせ

 町では、町内在住・在勤の方を対象に、結婚パートナーをお探しでなかなか一歩踏み出せない方へ、

大手民間結婚相談所に係る費用の助成を行っています。

 この助成は、成婚後も子育てしやすい奥多摩町に引き続きお住まいいただくことが目的です。

〔申 込 資 格〕下記要件を全て満たす方

　　　　　　　①奥多摩町内に住所がある方、または町内に勤務場所があり町内に移住を希望される方

　　　　　　　②年齢が２０歳以上５０歳以下で、独身の方

〔応 募 方 法〕結婚相談所利用助成申込書（下記ＱＲコードからダウンロードしてください。）に必要         

             事項を記入し、保健福祉センターまたは子ども家庭支援センターに持参もしくはメール

　　　　　　　　（fureai@town.okutama.tokyo.jp）にて提出

〔申込受付期間〕７月１日（金）から２９日（金）

〔募 集 人 数〕  ２名

お申し込み後、書類選考により助成対象者を決定します。

詳しくは町ホームページをご覧ください。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３ー２７７７
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【移住・定住応援補助金】

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住宅などを購入された方を対象に、

補助金の交付（事業費の１／２・最大２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／

２・年額最大３０万円・３６か月）を行っています。さらに、町内事業者の利用および、地場木材の活

用で各１０万円分奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せで最大２２０万円分交付。町内金融機関（西東

京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利用の場合、最大３３万円利子を補給します。

【年齢要件】　　

①４５歳以下の夫婦

②子ども（高校生以下（満１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者））がいる世帯

③３５歳以下の者

*年齢要件以外にも、対象要件などがあります。詳しくは下記へお問い合わせください。

【移住・定住相談について】
　移住・定住相談会につきましては、新型コロナウイルス感染症対策の観点から総合的な相談会は延期

としておりますが、電話・メールでの問い合わせなどは随時お受けしておりますので、お気軽に下記相

談窓口にご連絡ください。なお、移住してきてお困りの方の相談も随時お受けしております。

【空き家・空き地等の相談】
　空き家の処分を考えている方、相続により建物や土地を譲り受けたが活用方法が分からない方、今所

有の建物・土地がご自身の名義でなくお困りの方などはお気軽に下記相談窓口にご連絡ください。 

※問い合わせ・相談窓口は、若者定住推進課　☎８３－２３１０

　Ｅメール：wakamono@town.okutama.tokyo.jp

若 者 定 住 推 進 課 か ら お 知 ら せ

結婚相談所利用助成事業募集のお知らせ

 町では、町内在住・在勤の方を対象に、結婚パートナーをお探しでなかなか一歩踏み出せない方へ、

大手民間結婚相談所に係る費用の助成を行っています。

 この助成は、成婚後も子育てしやすい奥多摩町に引き続きお住まいいただくことが目的です。

〔申 込 資 格〕下記要件を全て満たす方

　　　　　　　①奥多摩町内に住所がある方、または町内に勤務場所があり町内に移住を希望される方

　　　　　　　②年齢が２０歳以上５０歳以下で、独身の方

〔応 募 方 法〕結婚相談所利用助成申込書（下記ＱＲコードからダウンロードしてください。）に必要         

             事項を記入し、保健福祉センターまたは子ども家庭支援センターに持参もしくはメール

　　　　　　　　（fureai@town.okutama.tokyo.jp）にて提出

〔申込受付期間〕７月１日（金）から２９日（金）

〔募 集 人 数〕  ２名

お申し込み後、書類選考により助成対象者を決定します。

詳しくは町ホームページをご覧ください。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３ー２７７７
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【移住・定住応援補助金】

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住宅などを購入された方を対象に、

補助金の交付（事業費の１／２・最大２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／

２・年額最大３０万円・３６か月）を行っています。さらに、町内事業者の利用および、地場木材の活

用で各１０万円分奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せで最大２２０万円分交付。町内金融機関（西東

京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利用の場合、最大３３万円利子を補給します。

【年齢要件】　　

①４５歳以下の夫婦

②子ども（高校生以下（満１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者））がいる世帯

③３５歳以下の者

*年齢要件以外にも、対象要件などがあります。詳しくは下記へお問い合わせください。

【移住・定住相談について】
　移住・定住相談会につきましては、新型コロナウイルス感染症対策の観点から総合的な相談会は延期

としておりますが、電話・メールでの問い合わせなどは随時お受けしておりますので、お気軽に下記相

談窓口にご連絡ください。なお、移住してきてお困りの方の相談も随時お受けしております。

【空き家・空き地等の相談】
　空き家の処分を考えている方、相続により建物や土地を譲り受けたが活用方法が分からない方、今所

有の建物・土地がご自身の名義でなくお困りの方などはお気軽に下記相談窓口にご連絡ください。 

※問い合わせ・相談窓口は、若者定住推進課　☎８３－２３１０

　Ｅメール：wakamono@town.okutama.tokyo.jp

若 者 定 住 推 進 課 か ら お 知 ら せ

結婚相談所利用助成事業募集のお知らせ

 町では、町内在住・在勤の方を対象に、結婚パートナーをお探しでなかなか一歩踏み出せない方へ、

大手民間結婚相談所に係る費用の助成を行っています。

 この助成は、成婚後も子育てしやすい奥多摩町に引き続きお住まいいただくことが目的です。

〔申 込 資 格〕下記要件を全て満たす方

　　　　　　　①奥多摩町内に住所がある方、または町内に勤務場所があり町内に移住を希望される方

　　　　　　　②年齢が２０歳以上５０歳以下で、独身の方

〔応 募 方 法〕結婚相談所利用助成申込書（下記ＱＲコードからダウンロードしてください。）に必要         

             事項を記入し、保健福祉センターまたは子ども家庭支援センターに持参もしくはメール

　　　　　　　　（fureai@town.okutama.tokyo.jp）にて提出

〔申込受付期間〕７月１日（金）から２９日（金）

〔募 集 人 数〕  ２名

お申し込み後、書類選考により助成対象者を決定します。

詳しくは町ホームページをご覧ください。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３ー２７７７
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「奥多摩町庁舎建設委員会」住民委員の一般公募について（お知らせ）

　住民皆さんにご利用いただいている役場庁舎は、昭和４０年に建設された民間企業の事務所を増

改築したものですが、５５年以上が経過し、建物の老朽化による雨漏りや各部の不具合が多くあり、

バリアフリーへの対応も十分に行えないなど、住民サービスや役場機能の低下を招いております。

　また、国が定める耐震基準を満たしておらず、昨今の地震を含め、多発する自然災害発生時に、

災害応急活動の拠点施設としての役割を十分に果たすことが難しい状況にあることから、町では役

場庁舎の速やかな建て替えが必要であると認識し、様々な検討を進めております。

　今後、役場庁舎の建設整備に向けては、幅広い見地から意見を求めるため「奥多摩町庁舎建設委

員会」を設置してまいりますが、委員につきましては関係機関や諸団体のほか、住民の参画も呼び

かけてまいりたいと考えております。

　なお、住民委員の応募資格や募集期間などにつきましては、詳細が決まり次第、お知らせします

ので、皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０

多摩・島しょ広域連携活動助成金事業～子ども体験塾～

子 ど も 国 際 交 流 音 楽 祭

【交流コンサート】

　〔日　時〕１０月１０日（祝）午後５時～（午後４時３０分開場）

　〔会　場〕羽村市プリモホール「ゆとろぎ」大ホール

　〔入場料〕１０００円（チケットは教育課で７月１５日（金）より販売開始）

　〔内　容〕

　　・第Ⅰ部／羽村市・檜原村・奥多摩町の児童・生徒達により編成された、子ども国際交流音楽祭合

　　　　　　　唱団が歓迎演奏、ウィーンの一流の音楽家と交流演奏を行います。また、西多摩地区出

　　　　　　　身の若手音楽家による歓迎演奏も予定しています。

　　・第Ⅱ部／ウィーンの著名な音楽家の方々による木管五重奏の演奏をお楽しみください。

　＊羽村市・檜原村・奥多摩町在住の小学生から１８歳までの方、および、その同伴保護者の方（１名）

　　を無料で４００名ご招待します。７月１５日（金）から９月６日（火）まで受付け。定員になり次

　　第締め切りますので、ご希望の方は教育課社会教育係へ申し込みください。

【奥多摩交流コンサート】
　〔日　時〕１０月１１日（火） 午後１時３０分～（午後１時１５分開場）

　〔会　場〕奥多摩中学校体育館

　〔入場料〕無料

　〔内　容〕・第Ⅰ部／ウィーンの音楽家達による音楽指導および共演を行います。

　　　　　・第Ⅱ部／ウィーンの音楽家達による木管五重奏の演奏をお楽しみください。

　〔主　催〕子ども国際交流音楽祭実行委員会

　＊１１日の交流コンサートは、奥多摩中学校の５・６校時に開催します。

　＊申し込みは必要ありませんので、直接会場へお越しください。

　※問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６
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「奥多摩町庁舎建設委員会」住民委員の一般公募について（お知らせ）

　住民皆さんにご利用いただいている役場庁舎は、昭和４０年に建設された民間企業の事務所を増

改築したものですが、５５年以上が経過し、建物の老朽化による雨漏りや各部の不具合が多くあり、

バリアフリーへの対応も十分に行えないなど、住民サービスや役場機能の低下を招いております。

　また、国が定める耐震基準を満たしておらず、昨今の地震を含め、多発する自然災害発生時に、

災害応急活動の拠点施設としての役割を十分に果たすことが難しい状況にあることから、町では役

場庁舎の速やかな建て替えが必要であると認識し、様々な検討を進めております。

　今後、役場庁舎の建設整備に向けては、幅広い見地から意見を求めるため「奥多摩町庁舎建設委

員会」を設置してまいりますが、委員につきましては関係機関や諸団体のほか、住民の参画も呼び

かけてまいりたいと考えております。

　なお、住民委員の応募資格や募集期間などにつきましては、詳細が決まり次第、お知らせします

ので、皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０
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　〔日　時〕１０月１０日（祝）午後５時～（午後４時３０分開場）

　〔会　場〕羽村市プリモホール「ゆとろぎ」大ホール

　〔入場料〕１０００円（チケットは教育課で７月１５日（金）より販売開始）

　〔内　容〕

　　・第Ⅰ部／羽村市・檜原村・奥多摩町の児童・生徒達により編成された、子ども国際交流音楽祭合

　　　　　　　唱団が歓迎演奏、ウィーンの一流の音楽家と交流演奏を行います。また、西多摩地区出

　　　　　　　身の若手音楽家による歓迎演奏も予定しています。

　　・第Ⅱ部／ウィーンの著名な音楽家の方々による木管五重奏の演奏をお楽しみください。

　＊羽村市・檜原村・奥多摩町在住の小学生から１８歳までの方、および、その同伴保護者の方（１名）

　　を無料で４００名ご招待します。７月１５日（金）から９月６日（火）まで受付け。定員になり次

　　第締め切りますので、ご希望の方は教育課社会教育係へ申し込みください。

【奥多摩交流コンサート】
　〔日　時〕１０月１１日（火） 午後１時３０分～（午後１時１５分開場）

　〔会　場〕奥多摩中学校体育館

　〔入場料〕無料

　〔内　容〕・第Ⅰ部／ウィーンの音楽家達による音楽指導および共演を行います。

　　　　　・第Ⅱ部／ウィーンの音楽家達による木管五重奏の演奏をお楽しみください。

　〔主　催〕子ども国際交流音楽祭実行委員会

　＊１１日の交流コンサートは、奥多摩中学校の５・６校時に開催します。

　＊申し込みは必要ありませんので、直接会場へお越しください。

　※問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６
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後
期
高
齢
者
被
保
険
者

 

証
の
更
新
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
８
月
に
更
新
さ
れ
ま
す

　
75
歳
以
上
の
方
（
ま
た
は
65

歳
以
上
で
一
定
以
上
の
障
害
を

お
持
ち
の
方
）
に
交
付
し
て
い

ま
す
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
被

保
険
者
証
（
藤
色
）
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
簡
易
書
留
で
お
送

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
の
窓
口
２

割
負
担
の
導
入
に
伴
い
、
す
べ

て
の
方
の
保
険
証
の
有
効
期
限

が
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　10
月
以
降
お
使
い
い
た
だ
く

保
険
証
は
、
９
月
下
旬
ま
で
に

簡
易
書
留
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き

ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
ご
確

認
の
う
え
、
ご
不
明
な
点
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
ご
利
用
の
被
保

険
者
証
は
、
８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
後
は
、

内
容
が
読
み
取
れ
な
い
よ
う
に

細
断
し
て
処
分
し
て
い
た
だ
く

か
、
住
民
課
総
合
窓
口
ま
た
は

古
里
出
張
所
ま
で
ご
返
還
く
だ

さ
い
。

判断基準 区分
自己負

担割合

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円以上の方がいる場合

現役並み

所得者
３割

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円未満の場合
一般所得者等 １割

〔負担割合〕　医療機関にかかる際の自己負担割合は、令和４年度（令和３

年中 )の住民税課税所得や収入に応じて、以下のとおりとなります。

〇令和４年１０月１日から

判断基準 区分
自己負

担割合

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円以上の方がいる場合

現役並み

所得者
３割

以下の①②の両方に該当する場合

　①同じ世帯の被保険者の中に住民税課税所得が

　　２８万円以上１４５万円未満の方がいる

　②「年金収入」と「その他の合計所得金額」の

　　合計額が、被保険者１人の場合は２００万円

　　以上（２人以上の場合は３２０万円以上）

一定以上

所得のある方
２割

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得がいず

れも２８万円未満の場合

または上記①に該当するが②には該当しない場合

一般所得者等 １割

※１０月からの自己負担割合は、８月下旬頃に判定しますので、それまで
は判定結果についてお問い合わせいただいてもお答えできません。

【
３
割
負
担
の
対
象
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
】

　

住

民

税

課

税

所

得

が

１
４
５
万
円
以
上
で
も
、
以
下

に
該
当
す
る
場
合
は
３
割
負
担

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
20
年
１
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
被
保
険
者
お
よ
び
同
じ

世
帯
の
被
保
険
者
の
、
賦
課
の

も
と
と
な
る
所
得
金
額
の
合
計

額
が
２
１
０
万
円
以
下
の
場
合

②
令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
収
入
額
が
つ
ぎ
の
条
件
を

満
た
し
、
基
準
収
入
額
適
用
申

請
を
行
っ
て
認
定
さ
れ
た
場
合

〔
被
保
険
者
が
１
人
〕

収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

（
３
８
３
万
円
以
上
で
も
、
同

じ
世
帯
に
他
の
医
療
保
険
制
度

に
加
入
す
る
70
～
74
歳
の
方
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
方
と
の
収

入
合
計
額
が
５
２
０
万
円
以

上
）

〔
被
保
険
者
が
２
人
以
上
〕

被
保
険
者
全
員
の
収
入
合
計
額

が
５
２
０
万
円
未
満

　
こ
れ
ま
で
、
毎
年
必
ず
申
請

が
必
要
で
し
た
が
、
今
回
か
ら

対
象
の
方
が
条
件
を
満
た
す
こ

と
を
奥
多
摩
町
で
確
認
で
き
る

場
合
は
、
申
請
を
不
要
と
し
て

お
り
ま
す
。
お
送
り
す
る
保
険

証
の
自
己
負
担
割
合
が
軽
減
後

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
　

〔有効期限〕　新しい被保険者証の有効期限は、９月３０日までとなります。

〇令和４年９月３０日まで

限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
及
び

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
過
去
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
８
月
以
降
対
象
と
な
る

《
次
ぺ
ー
ジ
へ
続
く
》
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料
に
つ
い
て

後

期

高

齢

者

医

療

保

険

料

を

 
 
 
 
 
 
 
 
 

７

月

中

旬

に

通

知

し

ま

す

　
令
和
４
年
度
に
お
け
る
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
７
月
中
旬
に
通

知
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
を
基
準
に
被
保
険

者
の
資
格
が
あ
る
方
（
４
月
１

日
以
降
、
75
歳
に
な
っ
た
方
や

転
入
な
ど
で
資
格
を
取
得
し
た

方
を
含
む
）
で
、普
通
徴
収
（
納

付
書
で
の
お
支
払
い
や
銀
行
口

座
か
ら
の
引
落
と
し
）
の
方

は
、
７
月
か
ら
納
付
が
始
ま
り

ま
す
。
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
）
の
方
は
、
既
に

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
で
保
険

料
を
納
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、

10
月
以
降
の
保
険
料
額
が
決
定

し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
率
は
、
法
令

に
基
づ
き
２
年
間
の
医
療
給
付

費
な
ど
に
応
じ
て
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
の
保
険
料
率
や
負
担
軽
減
額

は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
に
お
い
て
議
決

○保険料の計算方法について

令和４年度

後期高齢者医療保険料額 

（限度額：６６万円）

＝

均等割額 

被保険者1人あたり 

４６，４００円

＋

所得割額 

賦課のもととなる所得金額 

×所得割率　９．４９％

※賦課のもととなる所得金額＝前年の総所得金額等の合計－基礎控除額43万円

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯
軽減

割合

43 万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）× 10 万円以下 7割

43 万円＋（年金または給与所得者の合計数－１)× 10 万円＋ 28.5 万円×（被保険者数）以下 5割

43 万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）× 10 万円＋ 52 万円×（被保険者数）以下 2割

【所得割額の軽減】

被保険者本人の ｢賦課のもととなる所得金額 ｣をも

とに所得割額を軽減しています

賦課のもととなる所得金額 軽減割合

15 万円以下※ 50％

20 万円以下※ 25％

※については、東京都後期高齢者医療広域連合
独自の軽減措置です。

●会社の健康保険など（国保・国保組合は除く）

の被扶養者だった方の保険料の軽減

　後期高齢者医療制度の資格取得の前日まで会

社の健康保険など（国保・国保組合は除く）の

被扶養者だった方の均等割額が、加入から２年

を経過する月まで５割軽減、所得割額はかかり

ません。

　なお、低所得による均等割額の軽減に該当す

る場合は、軽減割合の高い方が優先されます。

※問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２

さ
れ
ま
し
た
。

  

制
度
の
安
定
的
な
運
営
の
た

め
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【均等割額の軽減】

　同じ世帯の後期高齢者医療被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計した額」をもと

に均等割額を軽減しています。

＊６５歳以上（令和４年１月１日時点）の方の公的年金所得については、その所得からさらに１５万円（高

　齢者特別控除額）を差し引いた額で判定します。ただし、この１５万円（高齢者特別控除額）は所得

　割額の計算では適用されません。

＊世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定する対象となります。

＊軽減判定は、当該年度の４月１日（年度途中に東京都で資格取得した方は資格取得時）における世帯

状況により行います。

　後期高齢者医療制度の保険料は、所得に応じて、軽減する制度があります。

　軽減を受けるためには、所得の申告が必要です。

○保険料の軽減について
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。
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）
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方
は
、
既
に

年
金
か
ら
の
差
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引
き
で
保
険
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を
納
付
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た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、

10
月
以
降
の
保
険
料
額
が
決
定

し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
率
は
、
法
令

に
基
づ
き
２
年
間
の
医
療
給
付

費
な
ど
に
応
じ
て
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
の
保
険
料
率
や
負
担
軽
減
額

は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
に
お
い
て
議
決

○保険料の計算方法について

令和４年度

後期高齢者医療保険料額 

（限度額：６６万円）

＝

均等割額 

被保険者1人あたり 

４６，４００円

＋

所得割額 

賦課のもととなる所得金額 

×所得割率　９．４９％

※賦課のもととなる所得金額＝前年の総所得金額等の合計－基礎控除額43万円

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯
軽減

割合

43 万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）× 10 万円以下 7割

43 万円＋（年金または給与所得者の合計数－１)× 10 万円＋ 28.5 万円×（被保険者数）以下 5割

43 万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）× 10 万円＋ 52 万円×（被保険者数）以下 2割

【所得割額の軽減】

被保険者本人の ｢賦課のもととなる所得金額 ｣をも

とに所得割額を軽減しています

賦課のもととなる所得金額 軽減割合

15 万円以下※ 50％

20 万円以下※ 25％

※については、東京都後期高齢者医療広域連合
独自の軽減措置です。

●会社の健康保険など（国保・国保組合は除く）

の被扶養者だった方の保険料の軽減

　後期高齢者医療制度の資格取得の前日まで会

社の健康保険など（国保・国保組合は除く）の

被扶養者だった方の均等割額が、加入から２年

を経過する月まで５割軽減、所得割額はかかり

ません。

　なお、低所得による均等割額の軽減に該当す

る場合は、軽減割合の高い方が優先されます。

※問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２

さ
れ
ま
し
た
。

  

制
度
の
安
定
的
な
運
営
の
た

め
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【均等割額の軽減】

　同じ世帯の後期高齢者医療被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計した額」をもと

に均等割額を軽減しています。

＊６５歳以上（令和４年１月１日時点）の方の公的年金所得については、その所得からさらに１５万円（高

　齢者特別控除額）を差し引いた額で判定します。ただし、この１５万円（高齢者特別控除額）は所得

　割額の計算では適用されません。

＊世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定する対象となります。

＊軽減判定は、当該年度の４月１日（年度途中に東京都で資格取得した方は資格取得時）における世帯

状況により行います。

　後期高齢者医療制度の保険料は、所得に応じて、軽減する制度があります。

　軽減を受けるためには、所得の申告が必要です。

○保険料の軽減について
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状況により行います。
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被
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者

 

証
の
更
新
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
８
月
に
更
新
さ
れ
ま
す

　
75
歳
以
上
の
方
（
ま
た
は
65

歳
以
上
で
一
定
以
上
の
障
害
を

お
持
ち
の
方
）
に
交
付
し
て
い

ま
す
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
被

保
険
者
証
（
藤
色
）
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
簡
易
書
留
で
お
送

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
の
窓
口
２

割
負
担
の
導
入
に
伴
い
、
す
べ

て
の
方
の
保
険
証
の
有
効
期
限

が
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　10
月
以
降
お
使
い
い
た
だ
く

保
険
証
は
、
９
月
下
旬
ま
で
に

簡
易
書
留
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き

ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
ご
確

認
の
う
え
、
ご
不
明
な
点
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
ご
利
用
の
被
保

険
者
証
は
、
８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
後
は
、

内
容
が
読
み
取
れ
な
い
よ
う
に

細
断
し
て
処
分
し
て
い
た
だ
く

か
、
住
民
課
総
合
窓
口
ま
た
は

古
里
出
張
所
ま
で
ご
返
還
く
だ

さ
い
。

判断基準 区分
自己負

担割合

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円以上の方がいる場合

現役並み

所得者
３割

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円未満の場合
一般所得者等 １割

〔負担割合〕　医療機関にかかる際の自己負担割合は、令和４年度（令和３

年中 )の住民税課税所得や収入に応じて、以下のとおりとなります。

〇令和４年１０月１日から

判断基準 区分
自己負

担割合

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円以上の方がいる場合

現役並み

所得者
３割

以下の①②の両方に該当する場合

　①同じ世帯の被保険者の中に住民税課税所得が

　　２８万円以上１４５万円未満の方がいる

　②「年金収入」と「その他の合計所得金額」の

　　合計額が、被保険者１人の場合は２００万円

　　以上（２人以上の場合は３２０万円以上）

一定以上

所得のある方
２割

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得がいず

れも２８万円未満の場合

または上記①に該当するが②には該当しない場合

一般所得者等 １割

※１０月からの自己負担割合は、８月下旬頃に判定しますので、それまで
は判定結果についてお問い合わせいただいてもお答えできません。

【
３
割
負
担
の
対
象
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
】

　

住

民

税

課

税

所

得

が

１
４
５
万
円
以
上
で
も
、
以
下

に
該
当
す
る
場
合
は
３
割
負
担

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
20
年
１
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
被
保
険
者
お
よ
び
同
じ

世
帯
の
被
保
険
者
の
、
賦
課
の

も
と
と
な
る
所
得
金
額
の
合
計

額
が
２
１
０
万
円
以
下
の
場
合

②
令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
収
入
額
が
つ
ぎ
の
条
件
を

満
た
し
、
基
準
収
入
額
適
用
申

請
を
行
っ
て
認
定
さ
れ
た
場
合

〔
被
保
険
者
が
１
人
〕

収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

（
３
８
３
万
円
以
上
で
も
、
同

じ
世
帯
に
他
の
医
療
保
険
制
度

に
加
入
す
る
70
～
74
歳
の
方
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
方
と
の
収

入
合
計
額
が
５
２
０
万
円
以

上
）

〔
被
保
険
者
が
２
人
以
上
〕

被
保
険
者
全
員
の
収
入
合
計
額

が
５
２
０
万
円
未
満

　
こ
れ
ま
で
、
毎
年
必
ず
申
請

が
必
要
で
し
た
が
、
今
回
か
ら

対
象
の
方
が
条
件
を
満
た
す
こ

と
を
奥
多
摩
町
で
確
認
で
き
る

場
合
は
、
申
請
を
不
要
と
し
て

お
り
ま
す
。
お
送
り
す
る
保
険

証
の
自
己
負
担
割
合
が
軽
減
後

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

〔有効期限〕　新しい被保険者証の有効期限は、９月３０日までとなります。

〇令和４年９月３０日まで

限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
及
び

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
過
去
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
８
月
以
降
対
象
と
な
る

《
次
ぺ
ー
ジ
へ
続
く
》
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後
期
高
齢
者
被
保
険
者

 

証
の
更
新
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
８
月
に
更
新
さ
れ
ま
す

　
75
歳
以
上
の
方
（
ま
た
は
65

歳
以
上
で
一
定
以
上
の
障
害
を

お
持
ち
の
方
）
に
交
付
し
て
い

ま
す
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
被

保
険
者
証
（
藤
色
）
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
簡
易
書
留
で
お
送

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
の
窓
口
２

割
負
担
の
導
入
に
伴
い
、
す
べ

て
の
方
の
保
険
証
の
有
効
期
限

が
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　10
月
以
降
お
使
い
い
た
だ
く

保
険
証
は
、
９
月
下
旬
ま
で
に

簡
易
書
留
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き

ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
ご
確

認
の
う
え
、
ご
不
明
な
点
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
ご
利
用
の
被
保

険
者
証
は
、
８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
後
は
、

内
容
が
読
み
取
れ
な
い
よ
う
に

細
断
し
て
処
分
し
て
い
た
だ
く

か
、
住
民
課
総
合
窓
口
ま
た
は

古
里
出
張
所
ま
で
ご
返
還
く
だ

さ
い
。

判断基準 区分
自己負

担割合

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円以上の方がいる場合

現役並み

所得者
３割

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円未満の場合
一般所得者等 １割

〔負担割合〕　医療機関にかかる際の自己負担割合は、令和４年度（令和３

年中 )の住民税課税所得や収入に応じて、以下のとおりとなります。

〇令和４年１０月１日から

判断基準 区分
自己負

担割合

同じ世帯の被保険者の中に、住民税課税所得が

１４５万円以上の方がいる場合

現役並み

所得者
３割

以下の①②の両方に該当する場合

　①同じ世帯の被保険者の中に住民税課税所得が

　　２８万円以上１４５万円未満の方がいる

　②「年金収入」と「その他の合計所得金額」の

　　合計額が、被保険者１人の場合は２００万円

　　以上（２人以上の場合は３２０万円以上）

一定以上

所得のある方
２割

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得がいず

れも２８万円未満の場合

または上記①に該当するが②には該当しない場合

一般所得者等 １割

※１０月からの自己負担割合は、８月下旬頃に判定しますので、それまで
は判定結果についてお問い合わせいただいてもお答えできません。

【
３
割
負
担
の
対
象
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
】

　

住

民

税

課

税

所

得

が

１
４
５
万
円
以
上
で
も
、
以
下

に
該
当
す
る
場
合
は
３
割
負
担

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
20
年
１
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
被
保
険
者
お
よ
び
同
じ

世
帯
の
被
保
険
者
の
、
賦
課
の

も
と
と
な
る
所
得
金
額
の
合
計

額
が
２
１
０
万
円
以
下
の
場
合

②
令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
収
入
額
が
つ
ぎ
の
条
件
を

満
た
し
、
基
準
収
入
額
適
用
申

請
を
行
っ
て
認
定
さ
れ
た
場
合

〔
被
保
険
者
が
１
人
〕

収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

（
３
８
３
万
円
以
上
で
も
、
同

じ
世
帯
に
他
の
医
療
保
険
制
度

に
加
入
す
る
70
～
74
歳
の
方
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
方
と
の
収

入
合
計
額
が
５
２
０
万
円
以

上
）

〔
被
保
険
者
が
２
人
以
上
〕

被
保
険
者
全
員
の
収
入
合
計
額

が
５
２
０
万
円
未
満

　
こ
れ
ま
で
、
毎
年
必
ず
申
請

が
必
要
で
し
た
が
、
今
回
か
ら

対
象
の
方
が
条
件
を
満
た
す
こ

と
を
奥
多
摩
町
で
確
認
で
き
る

場
合
は
、
申
請
を
不
要
と
し
て

お
り
ま
す
。
お
送
り
す
る
保
険

証
の
自
己
負
担
割
合
が
軽
減
後

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

〔有効期限〕　新しい被保険者証の有効期限は、９月３０日までとなります。

〇令和４年９月３０日まで

限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
及
び

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
過
去
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
８
月
以
降
対
象
と
な
る

《
次
ぺ
ー
ジ
へ
続
く
》
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切
り
取
り
線
（
切
り
取
り
後
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
）

地

籍

調

査

の

実

施

に

つ

い

て

　
町
で
は
、
平
成
17
年
度
に
日

原
地
区
の
地
籍
調
査
事
業
に
着

手
し
、
現
在
ま
で
海
沢
地
区
（
中

野
）
の
宅
地
周
り
を
中
心
に
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
は
、
海
沢
地
区
（
上
野
・

大
加
）
を
地
籍
調
査
事
業
の
実

施
範
囲
と
す
る
た
め
、
７
月
か

ら
８
月
中
に
該
当
す
る
土
地
の

所
有
者
様
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
は
文
書
で
通
知

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
籍
調
査
と
は

　
人
に
関
す
る
記
録
と
し
て

「
戸
籍
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て
土
地
に
関
す
る
記

録
を
「
地
籍
」
と
言
い
ま
す
。

　
地
籍
調
査
で
は
、
一
筆
ご
と

の
土
地
に
つ
い
て
境
界
・
所
有

者
・
地
番
・
地
目
の
調
査
お
よ

び
境
界
の
位
置
・
面
積
の
測
量

を
行
い
、
簿
冊
（
地
籍
簿
）
と

正
し
い
地
図
（
地
籍
図
）
を
作

成
し
ま
す
。

〇
地
籍
調
査
の
必
要
性

　
現
在
、
登
記
所
に
備
え
付
け

ら
れ
て
い
る
登
記
簿
や
地
図

（
公
図
）
の
多
く
は
明
治
時
代

の
地
租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た

記
録
を
も
と
に
し
て
お
り
、
長

い
年
月
を
経
た
今
日
で
は
、
登

記
簿
記
載
の
面
積
が
実
際
と
は

異
な
り
、
公
図
に
描
か
れ
た
境

界
や
形
状
が
不
明
確
で
あ
る
た

め
、
土
地
の
正
確
な
情
報
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が

多
い
で
す
。
地
籍
調
査
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
土
地

に
関
す
る
記
録
（
地
籍
）
を
明

確
に
す
る
事
業
で
す
。

〇
地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト

・
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

や
土
地
取
引
の
円
滑
化

・
災
害
復
旧
の
迅
速
化
お
よ
び

防
災
対
策

・
固
定
資
産
税
の
適
正
化

・
土
地
所
有
者
な
ど
の
費
用
負

担
な
し

・
よ
り
よ
い
街
づ
く
り

〇
地
籍
調
査
の
流
れ

①
説
明
会
の
開
催

②
境
界
の
確
認（
一
筆
地
調
査
）

　
公
図
等
を
基
に
作
成
し
た
資

料
を
参
考
に
、
調
査
担
当
者
が

現
地
を
訪
ね
ま
す
。
境
界
を
挟

ん
だ
土
地
所
有
者
の
方
々
に
双

方
の
合
意
の
上
で
土
地
の
境
界

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
土
地

の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

ま
す
。
＊
地
籍
調
査
で
は
、
こ

の
一
筆
ご
と
の
調
査
が
大
変
重

要
に
な
り
ま
す
。

③
境
界
の
測
量
（
地
籍
測
量
）

　
杭
の
設
置
や
測
量
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
正
確
な
地
図

（
地
籍
図
）
を
作
成
し
ま
す
。

④
結
果
の
確
認
（
閲
覧
）

　
作
成
し
た
地
籍
図
と
地
籍
簿

は
一
定
の
期
間
を
設
け
土
地
所

有
者
の
方
々
に
閲
覧
し
て
い
た

だ
き
確
認
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
確
認
さ
れ
た
結
果
が
、
最
終

的
な
地
籍
調
査
の
成
果
と
な
り

ま
す
。

⑤
登
記
所
へ
送
付

　
地
籍
調
査
の
登
記
簿
と
地
籍

図
（
写
し
）
が
登
記
所
に
送
付

さ
れ
、
以
降
不
動
産
登
記
の
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
整
備

課
　
　
　
　
☎
83
‐
２
３
６
７

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
全
員
に

「
介
護
保
険 

負
担
割
合
証
」
を
お
送
り
し
ま
す

　
こ
の
７
月
中
に
、
介
護
保
険

の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
全
員
に
、
町
か
ら

「
負
担
割
合
証
」
を
お
送
り
し

ま
す
。「
負
担
割
合
証
」
と
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
か
か
る
費
用
の
自
己
負

担
の
割
合
に
つ
い
て
、
ご
自
分

の
負
担
割
合
が
確
認
で
き
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
「
負
担
割
合
証
」
を
受

け
取
っ
た
際
に
は
、水
色
の「
介

護
保
険
被
保
険
者
証
」
と
一
緒

に
大
切
に
保
管
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
必
ず

の
所
得
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

 

民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
町
で
は
引
き
続
き

20
歳
に
な
る
方
を
対
象
と
し

て
、「
二
十
歳
を
祝
う
会
（
仮

称
）」
を
開
催
し
ま
す
。

「
成
人
の
日
」
の

　
　式

に
つ
い
て    

介
護
保
険
関
係

地
籍
調
査
ほ
か

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
負
担
割
合
は
、
本
人
お
よ
び

世
帯
の
所
得
に
よ
っ
て
１
割
、

２
割
、
３
割
負
担
の
い
ず
れ
か

に
決
定
さ
れ
ま
す
。

＊
負
担
割
合
の
判
定
の
基
準
と

な
る
の
は
、
１
月
か
ら
７
月
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
は
前
々

年
１
年
間
の
所
得
、
８
月
か
ら

12
月
の
利
用
分
は
前
年
１
年
間

10
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ほ
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に
は
、
新
し
い
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定
証
を
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月
下
旬
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に
お
送
り
し
ま
す
。

新
し
い
認
定
証
が
届
き
ま
し
た

ら
、記
載
内
容
を
ご
確
認
の
上
、

ご
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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ま
た
、
現
在
お
使
い
の
認
定

証
は
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
８

月
１
日
以
降
、
個
人
情
報
に
留

意
の
上
、
ご
自
身
で
破
棄
し
て

い
た
だ
く
か
、
住
民
課
総
合
窓

口
係
ま
で
ご
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く
だ
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い
。
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せ
は
、
住
民
課
　

　
　
　
　
　
☎
83-

２
１
８
２

国
民
健
康
保
険 

高
齢
受
給
者
証
が
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に
更
新
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れ
ま
す

　
70
歳
か
ら
74
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ま
で
の
国
民
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康
保
険
被
保
険
者
の
方
に
交

付
し
て
い
る
『
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
』
は
、
有
効
期

限
が
７
月
31
日
ま
で
と
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り
ま

す
。
８
月
１
日
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ら
の
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
、
対
象
と
な

る
方
に
交
付
し
ま
す
。

・
８
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１
日
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の
年
齢
が
70

歳
か
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74
歳
ま
で
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に
は
、
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中
に
お
送
り
し
ま
す
。

・
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日
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に
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に
な
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方
に
は
、
70
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達
月
の
中

旬
頃
に
お
送
り
し
ま
す
。
翌
月

の
１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

○
高
齢
受
給
者
証
の
自
己
負
担

割
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は
、
２
割
ま
た
は
一
定
以

上
の
収
入
が
あ
る
方
（
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）
は
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割
と
な
り
ま
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。

※
住
民
税
の
課
税
所
得
（
課
税

標
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額
）
が
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４
５
万
円
以
上

で
、
同
じ
世
帯
の
国
民
健
康
保

険
加
入
中
の
70
歳
以
上
の
方
の

収
入
の
合
計
が
、
１
人
の
場
合

は
３
８
３
万
円
以
上
、
２
人
以

上
の
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合
は
５
２
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万
円
以
上

あ
る
方
は
、
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割
負
担
と
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す
。

○
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者
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の
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期
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・
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に
到
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は
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が
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の
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負
担
限
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を
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、
高
額
療

養
費
の
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に
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、
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負

担
限
度
額
を
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え
た
分
が
後
日

払
い
戻
し
と
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す
が
、「
限
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額
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定
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」
を
事
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に
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機
関
等
の
窓
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に
提
示
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が
で
き
ま
す
。

　
ま
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、
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時
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も

軽
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さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の

対
象
と
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り
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。

○
70
歳
未
満
の
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民
健
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保
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被
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の
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ご
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の
方
は
、
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民
課
総

合
窓
口
・
子
ど
も
家
庭
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援
セ

ン
タ
ー
（
古
里
出
張
所
）
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
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○
70
歳
か
ら
74
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ま
で
の
国
民

健
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保
険
被
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者
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方

　
８
月
１
日
以
降
、
対
象
と
な

る
方
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
な

ら
び
に
現
役
並
み
所
得
の
方
）

に
は
、
申
請
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

＊
令
和
４
年
度
（
令
和
３
年
中
）

の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

方
や
、
保
険
税
（
料
）
の
滞
納

が
あ
る
方
は
、
交
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を
受
け
ら
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い
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合
が
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性
活
躍
推
進
事
業

（
セ
ミ
ナ
ー
（
講
演
会
）
の
開
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）

～
ち
ょ
っ
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
で
働
き

や
す
さ
と
売
上
５
倍
を
実
現
！
～

　
町
で
は
、
青
梅
市
・
青
梅
商

工
会
議
所
と
連
携
し
、
女
性
の

活
躍
を
推
進
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る
た
め
の
事
業

と
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て
、
先
進
的
な
取
り
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み

を
実
施
し
て
い
る
企
業
か
ら
講

師
を
招
き
、
具
体
的
な
事
例
な

ど
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
（
講

演
会
）
を
開
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し
ま
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。
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子
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の
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中
小
企

業
１
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選
」
な
ど
数
々
の
受

賞
歴
を
も
つ
雅
樂
川
氏
。
人
材

難
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
介
護

業
界
の
な
か
、
ス
タ
ッ
フ
の
情
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共
有
な
ど
に
Ｉ
Ｔ
ツ
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ル
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
働
き
や
す
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を
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た
会
社
づ
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り
を
実

現
。
有
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取
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率
９
８
％
、
売

上
ア
ッ
プ
を
達
成
！
中
小
企
業

で
も
生
産
性
を
高
め
る
し
く
み

を
作
り
上
げ
た
そ
の
業
務
改
革

術
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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法
〕
青
梅
市
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所
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会
場
ま
た
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
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に
よ

る
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開
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。
受
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は
無
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で
す
。

〔
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込
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切
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７
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15
日
（
金
）

※
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、
ご
自
身
で
破
棄
し
て

い
た
だ
く
か
、
住
民
課
総
合
窓

口
係
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
　

　
　
　
　
　
☎
83-

２
１
８
２

国
民
健
康
保
険 

高
齢
受
給
者
証
が
８
月
に
更
新
さ
れ
ま
す

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
に
交

付
し
て
い
る
『
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
』
は
、
有
効
期

限
が
７
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
、
対
象
と
な

る
方
に
交
付
し
ま
す
。

・
８
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
70

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に
は
、

７
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。

・
８
月
２
日
以
降
に
70
歳
に
な

る
方
に
は
、
70
歳
到
達
月
の
中

旬
頃
に
お
送
り
し
ま
す
。
翌
月

の
１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

○
高
齢
受
給
者
証
の
自
己
負
担

割
合
は
、
２
割
ま
た
は
一
定
以

上
の
収
入
が
あ
る
方
（
※
）
は

３
割
と
な
り
ま
す
。

※
住
民
税
の
課
税
所
得
（
課
税

標
準
額
）
が
１
４
５
万
円
以
上

で
、
同
じ
世
帯
の
国
民
健
康
保

険
加
入
中
の
70
歳
以
上
の
方
の

収
入
の
合
計
が
、
１
人
の
場
合

は
３
８
３
万
円
以
上
、
２
人
以

上
の
場
合
は
５
２
０
万
円
以
上

あ
る
方
は
、
３
割
負
担
と
な
り

ま
す
。

○
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
間

・
令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で
。

　
そ
れ
以
前
に
75
歳
に
到
達
す

る
方
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
１
８
２

国
民
健
康
保
険
の
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
と
更
新
に
つ
い
て

　
入
院
な
ど
に
よ
り
高
額
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の

月
の
医
療
費
（
保
険
外
診
療
を

除
く
）
が
世
帯
の
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
高
額
療

養
費
の
制
度
に
よ
り
、
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
後
日

払
い
戻
し
と
な
り
ま
す
が
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
事
前
に

医
療
機
関
等
の
窓
口
に
提
示
す

る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払
い

を
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
、
入
院
時
の
食
事
代
も

軽
減
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方

 

ご
希
望
の
方
は
、
住
民
課
総

合
窓
口
・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
（
古
里
出
張
所
）
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

　
８
月
１
日
以
降
、
対
象
と
な

る
方
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
な

ら
び
に
現
役
並
み
所
得
の
方
）

に
は
、
申
請
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

＊
令
和
４
年
度
（
令
和
３
年
中
）

の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

方
や
、
保
険
税
（
料
）
の
滞
納

が
あ
る
方
は
、
交
付
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
　

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
１
８
２

女
性
活
躍
推
進
事
業

（
セ
ミ
ナ
ー
（
講
演
会
）
の
開
催
）

～
ち
ょ
っ
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
で
働
き

や
す
さ
と
売
上
５
倍
を
実
現
！
～

　
町
で
は
、
青
梅
市
・
青
梅
商

工
会
議
所
と
連
携
し
、
女
性
の

活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業

と
し
て
、
先
進
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
企
業
か
ら
講

師
を
招
き
、
具
体
的
な
事
例
な

ど
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
（
講

演
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

〔
講
師
〕
有
限
会
社
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ-

Ｌ
Ｏ
代
表
取
締
役
　

　
　
　
　
雅
樂
川
　
陽
子
　
氏

　「
攻
め
の
Ｉ
Ｔ
経
営
中
小
企

業
１
０
０
選
」
な
ど
数
々
の
受

賞
歴
を
も
つ
雅
樂
川
氏
。
人
材

難
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
介
護

業
界
の
な
か
、
ス
タ
ッ
フ
の
情

報
共
有
な
ど
に
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
働
き
や
す

さ
を
考
え
た
会
社
づ
く
り
を
実

現
。
有
休
取
得
率
９
８
％
、
売

上
ア
ッ
プ
を
達
成
！
中
小
企
業

で
も
生
産
性
を
高
め
る
し
く
み

を
作
り
上
げ
た
そ
の
業
務
改
革

術
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

〔
日
時
〕　
７
月
27
日
（
水
）　

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

〔
参
加
方
法
〕
青
梅
市
役
所
２

階
会
場
ま
た
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。
受
講
料

は
無
料
で
す
。

〔
申
込
締
切
〕
７
月
15
日
（
金
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
青
梅
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ

https
://www.

o
m
e
c
c
i
.
j
p
/
s
e
m
i
n
a
r
/
7
4
0
1
.

ht
ml

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
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切
り
取
り
線
（
切
り
取
り
後
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
）

地

籍

調

査

の

実

施

に

つ

い

て

　
町
で
は
、
平
成
17
年
度
に
日

原
地
区
の
地
籍
調
査
事
業
に
着

手
し
、
現
在
ま
で
海
沢
地
区
（
中

野
）
の
宅
地
周
り
を
中
心
に
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
は
、
海
沢
地
区
（
上
野
・

大
加
）
を
地
籍
調
査
事
業
の
実

施
範
囲
と
す
る
た
め
、
７
月
か

ら
８
月
中
に
該
当
す
る
土
地
の

所
有
者
様
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
は
文
書
で
通
知

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
籍
調
査
と
は

　
人
に
関
す
る
記
録
と
し
て

「
戸
籍
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て
土
地
に
関
す
る
記

録
を
「
地
籍
」
と
言
い
ま
す
。

　
地
籍
調
査
で
は
、
一
筆
ご
と

の
土
地
に
つ
い
て
境
界
・
所
有

者
・
地
番
・
地
目
の
調
査
お
よ

び
境
界
の
位
置
・
面
積
の
測
量

を
行
い
、
簿
冊
（
地
籍
簿
）
と

正
し
い
地
図
（
地
籍
図
）
を
作

成
し
ま
す
。

〇
地
籍
調
査
の
必
要
性

　
現
在
、
登
記
所
に
備
え
付
け

ら
れ
て
い
る
登
記
簿
や
地
図

（
公
図
）
の
多
く
は
明
治
時
代

の
地
租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た

記
録
を
も
と
に
し
て
お
り
、
長

い
年
月
を
経
た
今
日
で
は
、
登

記
簿
記
載
の
面
積
が
実
際
と
は

異
な
り
、
公
図
に
描
か
れ
た
境

界
や
形
状
が
不
明
確
で
あ
る
た

め
、
土
地
の
正
確
な
情
報
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が

多
い
で
す
。
地
籍
調
査
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
土
地

に
関
す
る
記
録
（
地
籍
）
を
明

確
に
す
る
事
業
で
す
。

〇
地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト

・
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

や
土
地
取
引
の
円
滑
化

・
災
害
復
旧
の
迅
速
化
お
よ
び

防
災
対
策

・
固
定
資
産
税
の
適
正
化

・
土
地
所
有
者
な
ど
の
費
用
負

担
な
し

・
よ
り
よ
い
街
づ
く
り

〇
地
籍
調
査
の
流
れ

①
説
明
会
の
開
催

②
境
界
の
確
認（
一
筆
地
調
査
）

　
公
図
等
を
基
に
作
成
し
た
資

料
を
参
考
に
、
調
査
担
当
者
が

現
地
を
訪
ね
ま
す
。
境
界
を
挟

ん
だ
土
地
所
有
者
の
方
々
に
双

方
の
合
意
の
上
で
土
地
の
境
界

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
土
地

の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

ま
す
。
＊
地
籍
調
査
で
は
、
こ

の
一
筆
ご
と
の
調
査
が
大
変
重

要
に
な
り
ま
す
。

③
境
界
の
測
量
（
地
籍
測
量
）

　
杭
の
設
置
や
測
量
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
正
確
な
地
図

（
地
籍
図
）
を
作
成
し
ま
す
。

④
結
果
の
確
認
（
閲
覧
）

　
作
成
し
た
地
籍
図
と
地
籍
簿

は
一
定
の
期
間
を
設
け
土
地
所

有
者
の
方
々
に
閲
覧
し
て
い
た

だ
き
確
認
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
確
認
さ
れ
た
結
果
が
、
最
終

的
な
地
籍
調
査
の
成
果
と
な
り

ま
す
。

⑤
登
記
所
へ
送
付

　
地
籍
調
査
の
登
記
簿
と
地
籍

図
（
写
し
）
が
登
記
所
に
送
付

さ
れ
、
以
降
不
動
産
登
記
の
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
整
備

課
　
　
　
　
☎
83
‐
２
３
６
７

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
全
員
に

「
介
護
保
険 

負
担
割
合
証
」
を
お
送
り
し
ま
す

　
こ
の
７
月
中
に
、
介
護
保
険

の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
全
員
に
、
町
か
ら

「
負
担
割
合
証
」
を
お
送
り
し

ま
す
。「
負
担
割
合
証
」
と
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
か
か
る
費
用
の
自
己
負

担
の
割
合
に
つ
い
て
、
ご
自
分

の
負
担
割
合
が
確
認
で
き
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
「
負
担
割
合
証
」
を
受

け
取
っ
た
際
に
は
、水
色
の「
介

護
保
険
被
保
険
者
証
」
と
一
緒

に
大
切
に
保
管
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
必
ず

の
所
得
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

 

民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
町
で
は
引
き
続
き

20
歳
に
な
る
方
を
対
象
と
し

て
、「
二
十
歳
を
祝
う
会
（
仮

称
）」
を
開
催
し
ま
す
。

「
成
人
の
日
」
の

　
　式

に
つ
い
て    

介
護
保
険
関
係

地
籍
調
査
ほ
か

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
負
担
割
合
は
、
本
人
お
よ
び

世
帯
の
所
得
に
よ
っ
て
１
割
、

２
割
、
３
割
負
担
の
い
ず
れ
か

に
決
定
さ
れ
ま
す
。

＊
負
担
割
合
の
判
定
の
基
準
と

な
る
の
は
、
１
月
か
ら
７
月
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
は
前
々

年
１
年
間
の
所
得
、
８
月
か
ら

12
月
の
利
用
分
は
前
年
１
年
間

11

１

　３

　５

　
　８

　10

　
　13

　15

　
　18

　20

　
　23

　25

　
　28

　30

　
　33

　35

　
　38

　40

　
　43

　45

　
　48

　50

　
　53

　55

　
　58

　60

　62
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切
り
取
り
線
（
切
り
取
り
後
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
）

地

籍

調

査

の

実

施

に

つ

い

て

　
町
で
は
、
平
成
17
年
度
に
日

原
地
区
の
地
籍
調
査
事
業
に
着

手
し
、
現
在
ま
で
海
沢
地
区
（
中

野
）
の
宅
地
周
り
を
中
心
に
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
は
、
海
沢
地
区
（
上
野
・

大
加
）
を
地
籍
調
査
事
業
の
実

施
範
囲
と
す
る
た
め
、
７
月
か

ら
８
月
中
に
該
当
す
る
土
地
の

所
有
者
様
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
は
文
書
で
通
知

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
籍
調
査
と
は

　
人
に
関
す
る
記
録
と
し
て

「
戸
籍
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て
土
地
に
関
す
る
記

録
を
「
地
籍
」
と
言
い
ま
す
。

　
地
籍
調
査
で
は
、
一
筆
ご
と

の
土
地
に
つ
い
て
境
界
・
所
有

者
・
地
番
・
地
目
の
調
査
お
よ

び
境
界
の
位
置
・
面
積
の
測
量

を
行
い
、
簿
冊
（
地
籍
簿
）
と

正
し
い
地
図
（
地
籍
図
）
を
作

成
し
ま
す
。

〇
地
籍
調
査
の
必
要
性

　
現
在
、
登
記
所
に
備
え
付
け

ら
れ
て
い
る
登
記
簿
や
地
図

（
公
図
）
の
多
く
は
明
治
時
代

の
地
租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た

記
録
を
も
と
に
し
て
お
り
、
長

い
年
月
を
経
た
今
日
で
は
、
登

記
簿
記
載
の
面
積
が
実
際
と
は

異
な
り
、
公
図
に
描
か
れ
た
境

界
や
形
状
が
不
明
確
で
あ
る
た

め
、
土
地
の
正
確
な
情
報
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が

多
い
で
す
。
地
籍
調
査
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
土
地

に
関
す
る
記
録
（
地
籍
）
を
明

確
に
す
る
事
業
で
す
。

〇
地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト

・
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

や
土
地
取
引
の
円
滑
化

・
災
害
復
旧
の
迅
速
化
お
よ
び

防
災
対
策

・
固
定
資
産
税
の
適
正
化

・
土
地
所
有
者
な
ど
の
費
用
負

担
な
し

・
よ
り
よ
い
街
づ
く
り

〇
地
籍
調
査
の
流
れ

①
説
明
会
の
開
催

②
境
界
の
確
認（
一
筆
地
調
査
）

　
公
図
等
を
基
に
作
成
し
た
資

料
を
参
考
に
、
調
査
担
当
者
が

現
地
を
訪
ね
ま
す
。
境
界
を
挟

ん
だ
土
地
所
有
者
の
方
々
に
双

方
の
合
意
の
上
で
土
地
の
境
界

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
土
地

の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

ま
す
。
＊
地
籍
調
査
で
は
、
こ

の
一
筆
ご
と
の
調
査
が
大
変
重

要
に
な
り
ま
す
。

③
境
界
の
測
量
（
地
籍
測
量
）

　
杭
の
設
置
や
測
量
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
正
確
な
地
図

（
地
籍
図
）
を
作
成
し
ま
す
。

④
結
果
の
確
認
（
閲
覧
）

　
作
成
し
た
地
籍
図
と
地
籍
簿

は
一
定
の
期
間
を
設
け
土
地
所

有
者
の
方
々
に
閲
覧
し
て
い
た

だ
き
確
認
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
確
認
さ
れ
た
結
果
が
、
最
終

的
な
地
籍
調
査
の
成
果
と
な
り

ま
す
。

⑤
登
記
所
へ
送
付

　
地
籍
調
査
の
登
記
簿
と
地
籍

図
（
写
し
）
が
登
記
所
に
送
付

さ
れ
、
以
降
不
動
産
登
記
の
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
整
備

課
　
　
　
　
☎
83
‐
２
３
６
７

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
全
員
に

「
介
護
保
険 

負
担
割
合
証
」
を
お
送
り
し
ま
す

　
こ
の
７
月
中
に
、
介
護
保
険

の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
全
員
に
、
町
か
ら

「
負
担
割
合
証
」
を
お
送
り
し

ま
す
。「
負
担
割
合
証
」
と
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
か
か
る
費
用
の
自
己
負

担
の
割
合
に
つ
い
て
、
ご
自
分

の
負
担
割
合
が
確
認
で
き
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
「
負
担
割
合
証
」
を
受

け
取
っ
た
際
に
は
、水
色
の「
介

護
保
険
被
保
険
者
証
」
と
一
緒

に
大
切
に
保
管
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
必
ず

の
所
得
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

 

民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
町
で
は
引
き
続
き

20
歳
に
な
る
方
を
対
象
と
し

て
、「
二
十
歳
を
祝
う
会
（
仮

称
）」
を
開
催
し
ま
す
。

「
成
人
の
日
」
の

　
　式

に
つ
い
て    

介
護
保
険
関
係

地
籍
調
査
ほ
か

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
負
担
割
合
は
、
本
人
お
よ
び

世
帯
の
所
得
に
よ
っ
て
１
割
、

２
割
、
３
割
負
担
の
い
ず
れ
か

に
決
定
さ
れ
ま
す
。

＊
負
担
割
合
の
判
定
の
基
準
と

な
る
の
は
、
１
月
か
ら
７
月
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
は
前
々

年
１
年
間
の
所
得
、
８
月
か
ら

12
月
の
利
用
分
は
前
年
１
年
間
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No.823 令和 4年 7月 5日広 報 お く た ま

国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
ほ
か

　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
以
下
の
条

件
を
満
た
す
方
は
、
申
請
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
と

な
り
ま
す
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
世
帯
】

①
保
険
税
全
額
減
免

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持

者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な

傷
病
を
負
っ
た
世
帯
　
　

②
保
険
税
の
一
部
減
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込

ま
れ
る
世
帯

　

＊
保
険
税
が
一
部
減
額
さ
れ
る

具
体
的
な
要
件
と
は
、
世
帯
の

主
た
る
生
計
維
持
者
に
つ
い
て

(1)
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な

ど
、
収
入
の
種
類
ご
と
に
見
た

収
入
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
に

比
べ
て
10
分
の
３
以
上
減
少
す

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

(2)
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

１
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(3)
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種

類
の
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得

の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

【
減
免
対
象
と
な
る
保
険
税
】

　
減
免
の
対
象
と
な
る
期
間

は
、
令
和
２
年
２
月
分
か
ら
令

和
５
年
３
月
分
の
保
険
税
で

あ
っ
て
、
そ
の
納
期
限
が
令
和

２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
の
も
の
と
な
り

（減免額の計算方法）

減免の対象となる世帯①の場合…保険税の全額免除

減免の対象となる世帯②の場合…下記のとおり

【
減
免
対
象
外
と
な
る
世
帯
】

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第

29
条
の
７
の
２
第
２
項
に
規
定

す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
（
非

自
発
的
失
業
者
）
に
該
当
す
る

方
は
、
非
自
発
的
失
業
者
の
保

険
税
軽
減
制
度
が
適
用
と
な
る

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
国
民
健
康
保
険

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

ま
す
。

税
の
減
免
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
奥
多
摩
町
国
民
健
康

保
険
税
減
免
取
扱
要
綱
第
２
条

第
４
項
（
旧
被
扶
養
者
に
か
か

る
減
免
）
に
該
当
す
る
方
に
つ

い
て
も
、
本
減
免
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
と
合
わ
せ
て
住
民
課
総

合
収
納
係
へ
提
出
願
い
ま
す
。

【
必
要
書
類
】

〇
減
免
の
対
象
と
な
る
世
帯
①

の
場
合

・
医
師
の
診
断
書

・
世
帯
主
の
本
人
確
認
書
類

〇
減
免
の
対
象
と
な
る
世
帯
②

の
場
合

・
前
年
度
の
収
入
が
わ
か
る
も

の
（
源
泉
徴
収
票
等
）

・
今
年
度
の
収
入
が
わ
か
る
も

の
（
給
与
支
払
明
細
書
等
）

・
保
険
金
や
損
害
賠
償
等
に
よ

り
補
填
さ
れ
る
金
額
が
わ
か
る

書
類
（
補
填
が
あ
る
場
合
の
み
）

・
廃
業
等
の
届
出
書
（
事
業
等

の
廃
止
の
場
合
の
み
）

・
世
帯
主
の
本
人
確
認
書
類

【
申
請
書
】

・
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請

書・
収
入
申
告
書（
給
与
・
年
金
用
）

・
収
入
申
告
書
（
事
業
等
収
入

用
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課 

　
　
　 

　 

☎
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(ｉ )対象保険税額＝Ａ×Ｂ／Ｃ
 Ａ：当該世帯の被保険者全員について算定した保険税額
 Ｂ：減少することが見込まれる事業収入などに係る前年の所得
　 　の合計額（減少することが見込まれる事業収入などが２以
 　　上ある場合はその合計額）
 Ｃ：納税義務者および当該世帯に属する全ての被保険者につき
　 　算定した前年の合計所得金額

(ⅱ )前年の合計所得金額区分 (ⅲ )減額割合

３００万円以下であるとき １０分の１０

４００万円以下であるとき １０分の  ８

５５０万円以下であるとき １０分の  ６

７５０万円以下であるとき １０分の  ４

１，０００万円以下であるとき １０分の  ２

（注）事業などの廃止や失業の場合は、前年の合計所得金額にかかわ
　　 らず、対象保険税額の全部を減免とする。

絵本といっしょ
お子さんと一緒に絵本や紙芝居を楽しみませんか

〔日時〕８月８日（月）　 午前 1１時～１１時４０分

〔会場〕子ども家庭支援センター（きこりん）

〔内容〕相談員による読み聞かせ・ 指遊び

※問い合わせは、子ども家庭支援センター

　　　　　　　　　　　　　　　☎８５－２６１１

切
り
取
り
線
（
切
り
取
り
後
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
）
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国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
ほ
か

　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
以
下
の
条

件
を
満
た
す
方
は
、
申
請
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
と

な
り
ま
す
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
世
帯
】

①
保
険
税
全
額
減
免

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持

者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な

傷
病
を
負
っ
た
世
帯
　
　

②
保
険
税
の
一
部
減
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込

ま
れ
る
世
帯

　

＊
保
険
税
が
一
部
減
額
さ
れ
る

具
体
的
な
要
件
と
は
、
世
帯
の

主
た
る
生
計
維
持
者
に
つ
い
て

(1)
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な

ど
、
収
入
の
種
類
ご
と
に
見
た

収
入
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
に

比
べ
て
10
分
の
３
以
上
減
少
す

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

(2)
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

１
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(3)
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種

類
の
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得

の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

【
減
免
対
象
と
な
る
保
険
税
】

　
減
免
の
対
象
と
な
る
期
間

は
、
令
和
２
年
２
月
分
か
ら
令

和
５
年
３
月
分
の
保
険
税
で

あ
っ
て
、
そ
の
納
期
限
が
令
和

２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
の
も
の
と
な
り

（減免額の計算方法）

減免の対象となる世帯①の場合…保険税の全額免除

減免の対象となる世帯②の場合…下記のとおり

【
減
免
対
象
外
と
な
る
世
帯
】

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第

29
条
の
７
の
２
第
２
項
に
規
定

す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
（
非

自
発
的
失
業
者
）
に
該
当
す
る

方
は
、
非
自
発
的
失
業
者
の
保

険
税
軽
減
制
度
が
適
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と
な
る

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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ル
ス

感
染
症
に
係
る
国
民
健
康
保
険

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

ま
す
。

税
の
減
免
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
奥
多
摩
町
国
民
健
康

保
険
税
減
免
取
扱
要
綱
第
２
条

第
４
項
（
旧
被
扶
養
者
に
か
か

る
減
免
）
に
該
当
す
る
方
に
つ

い
て
も
、
本
減
免
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
と
合
わ
せ
て
住
民
課
総

合
収
納
係
へ
提
出
願
い
ま
す
。

【
必
要
書
類
】

〇
減
免
の
対
象
と
な
る
世
帯
①

の
場
合

・
医
師
の
診
断
書

・
世
帯
主
の
本
人
確
認
書
類

〇
減
免
の
対
象
と
な
る
世
帯
②

の
場
合

・
前
年
度
の
収
入
が
わ
か
る
も

の
（
源
泉
徴
収
票
等
）

・
今
年
度
の
収
入
が
わ
か
る
も

の
（
給
与
支
払
明
細
書
等
）

・
保
険
金
や
損
害
賠
償
等
に
よ

り
補
填
さ
れ
る
金
額
が
わ
か
る

書
類
（
補
填
が
あ
る
場
合
の
み
）

・
廃
業
等
の
届
出
書
（
事
業
等

の
廃
止
の
場
合
の
み
）

・
世
帯
主
の
本
人
確
認
書
類

【
申
請
書
】

・
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請

書・
収
入
申
告
書（
給
与
・
年
金
用
）

・
収
入
申
告
書
（
事
業
等
収
入

用
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課 

　
　
　 

　 

☎
83
‐
２
１
９
０

(ｉ )対象保険税額＝Ａ×Ｂ／Ｃ
 Ａ：当該世帯の被保険者全員について算定した保険税額
 Ｂ：減少することが見込まれる事業収入などに係る前年の所得
　 　の合計額（減少することが見込まれる事業収入などが２以
 　　上ある場合はその合計額）
 Ｃ：納税義務者および当該世帯に属する全ての被保険者につき
　 　算定した前年の合計所得金額

(ⅱ )前年の合計所得金額区分 (ⅲ )減額割合

３００万円以下であるとき １０分の１０

４００万円以下であるとき １０分の  ８

５５０万円以下であるとき １０分の  ６

７５０万円以下であるとき １０分の  ４

１，０００万円以下であるとき １０分の  ２

（注）事業などの廃止や失業の場合は、前年の合計所得金額にかかわ
　　 らず、対象保険税額の全部を減免とする。

絵本といっしょ
お子さんと一緒に絵本や紙芝居を楽しみませんか

〔日時〕８月８日（月）　 午前 1１時～１１時４０分

〔会場〕子ども家庭支援センター（きこりん）

〔内容〕相談員による読み聞かせ・ 指遊び

※問い合わせは、子ども家庭支援センター

　　　　　　　　　　　　　　　☎８５－２６１１
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No.823 2022 年 7 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

７月 15 日～ 31 日 カレンダー 町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設イベントは町外からも来場可能

１５・金

１６・土 　

１７・日

１８・月 ■在宅障害者自立生活サポート事業 (9:30 ～保健福祉センター ) → 19 ㌻・７/11 〆

１９・火
　元気アップおくたま事業 (13:30 ～大丹波会館 : 栄養講話 ) → 21 ㌻
■高次脳機能障害相談 (9:00 ～保健福祉センター ) → 15 ㌻・前日〆

２０・水

　元気アップおくたま事業 (13:30 ～棚沢コミュニティセンター : ゲーム＆座ってできる簡
　　　　　　　　　　　　　単体操 ) → 21 ㌻
■ウエルカムランチ (11:30 ～氷川保育園 ; 見学・給食試食 ) → 19 ㌻
■筋力向上トレーニング講習会 (9:30 ～福祉会館 ) → 20 ㌻・定員に達したら〆

２１・木 　ヘルシー体操 (10:00 ～文化会館 )

２２・金 ■ファミサポ・病後児研修 (10:30 ～きこりん ) → 1 ７㌻
■心理・発達相談 (13:00 ～きこりん・鎌田臨床心理士 ) → 15 ㌻・前日〆

２３・土 　相続・成年後見相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 15 ㌻

２４・日

２５・月 　ヘルシー体操 (14:00 ～福祉会館 )

２６・火
　元気アップおくたま事業 (10:00 ～川井生活館 : ゲーム＆座ってできる簡単体操 ) → 21 ㌻
　食育講習会 (10:00 ～保健福祉センター ) → 20 ㌻
■高次脳機能障害相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 15 ㌻・前日〆

２７・水 　元気アップおくたま事業 (10:00 ～白丸生活館 : 栄養講話 ) → 21 ㌻

２８・木

２９・金

３０・土

３１・日

《今月の納期８／１(月 )》 

　　固定資産税 第２期分、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料 各第１期分

空きスペースを駐車場シェアリングし活用してみませんか

　町では、観光シーズンにおける駐車場不足や交通渋滞等の解消を図るため、駐車場予約アプリを運営

する akippa 株式会社と駐車場シェアリングについての連携協力に関する協定を締結しております。

　akippa 株式会社は、駐車場確保に困っているドライバーと、利用のない空き地や駐車場を有効活用

して収益化したい土地所有者をマッチングする駐車場予約アプリ「akippa」を運営しています。

このサービスの登録には、車止めや精算機な

どの設置、初期費用・月額費用が不用なこと

から、空いているスペースがあればいつでも

利用することが可能です。

　契約されていない月極駐車場や個人宅の駐

車スペース・空き地など空いているスペース

の有効活用に興味のある方は、観光産業課ま

でお問合せください。

※問い合わせは、観光産業課

　　　　　　　　　　　☎８３－２２９５
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７月 15 日～ 31 日 カレンダー 町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設イベントは町外からも来場可能

１５・金

１６・土 　

１７・日

１８・月 ■在宅障害者自立生活サポート事業 (9:30 ～保健福祉センター ) → 19 ㌻・７/11 〆

１９・火
　元気アップおくたま事業 (13:30 ～大丹波会館 : 栄養講話 ) → 21 ㌻
■高次脳機能障害相談 (9:00 ～保健福祉センター ) → 15 ㌻・前日〆

２０・水

　元気アップおくたま事業 (13:30 ～棚沢コミュニティセンター : ゲーム＆座ってできる簡
　　　　　　　　　　　　　単体操 ) → 21 ㌻
■ウエルカムランチ (11:30 ～氷川保育園 ; 見学・給食試食 ) → 19 ㌻
■筋力向上トレーニング講習会 (9:30 ～福祉会館 ) → 20 ㌻・定員に達したら〆

２１・木 　ヘルシー体操 (10:00 ～文化会館 )

２２・金 ■ファミサポ・病後児研修 (10:30 ～きこりん ) → 1 ７㌻
■心理・発達相談 (13:00 ～きこりん・鎌田臨床心理士 ) → 15 ㌻・前日〆

２３・土 　相続・成年後見相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 15 ㌻

２４・日

２５・月 　ヘルシー体操 (14:00 ～福祉会館 )

２６・火
　元気アップおくたま事業 (10:00 ～川井生活館 : ゲーム＆座ってできる簡単体操 ) → 21 ㌻
　食育講習会 (10:00 ～保健福祉センター ) → 20 ㌻
■高次脳機能障害相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 15 ㌻・前日〆

２７・水 　元気アップおくたま事業 (10:00 ～白丸生活館 : 栄養講話 ) → 21 ㌻

２８・木

２９・金

３０・土

３１・日

《今月の納期８／１(月 )》 

　　固定資産税 第２期分、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料 各第１期分

空きスペースを駐車場シェアリングし活用してみませんか

　町では、観光シーズンにおける駐車場不足や交通渋滞等の解消を図るため、駐車場予約アプリを運営

する akippa 株式会社と駐車場シェアリングについての連携協力に関する協定を締結しております。

　akippa 株式会社は、駐車場確保に困っているドライバーと、利用のない空き地や駐車場を有効活用

して収益化したい土地所有者をマッチングする駐車場予約アプリ「akippa」を運営しています。

このサービスの登録には、車止めや精算機な

どの設置、初期費用・月額費用が不用なこと

から、空いているスペースがあればいつでも

利用することが可能です。

　契約されていない月極駐車場や個人宅の駐

車スペース・空き地など空いているスペース

の有効活用に興味のある方は、観光産業課ま

でお問合せください。

※問い合わせは、観光産業課
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７月 15 日～ 31 日 カレンダー 町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設イベントは町外からも来場可能

１５・金

１６・土 　

１７・日

１８・月 ■在宅障害者自立生活サポート事業 (9:30 ～保健福祉センター ) → 19 ㌻・７/11 〆

１９・火
　元気アップおくたま事業 (13:30 ～大丹波会館 : 栄養講話 ) → 21 ㌻
■高次脳機能障害相談 (9:00 ～保健福祉センター ) → 15 ㌻・前日〆

２０・水

　元気アップおくたま事業 (13:30 ～棚沢コミュニティセンター : ゲーム＆座ってできる簡
　　　　　　　　　　　　　単体操 ) → 21 ㌻
■ウエルカムランチ (11:30 ～氷川保育園 ; 見学・給食試食 ) → 19 ㌻
■筋力向上トレーニング講習会 (9:30 ～福祉会館 ) → 20 ㌻・定員に達したら〆

２１・木 　ヘルシー体操 (10:00 ～文化会館 )

２２・金 ■ファミサポ・病後児研修 (10:30 ～きこりん ) → 1 ７㌻
■心理・発達相談 (13:00 ～きこりん・鎌田臨床心理士 ) → 15 ㌻・前日〆

２３・土 　相続・成年後見相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 15 ㌻

２４・日

２５・月 　ヘルシー体操 (14:00 ～福祉会館 )

２６・火
　元気アップおくたま事業 (10:00 ～川井生活館 : ゲーム＆座ってできる簡単体操 ) → 21 ㌻
　食育講習会 (10:00 ～保健福祉センター ) → 20 ㌻
■高次脳機能障害相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 15 ㌻・前日〆

２７・水 　元気アップおくたま事業 (10:00 ～白丸生活館 : 栄養講話 ) → 21 ㌻

２８・木

２９・金

３０・土

３１・日

《今月の納期８／１(月 )》 

　　固定資産税 第２期分、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料 各第１期分

空きスペースを駐車場シェアリングし活用してみませんか

　町では、観光シーズンにおける駐車場不足や交通渋滞等の解消を図るため、駐車場予約アプリを運営

する akippa 株式会社と駐車場シェアリングについての連携協力に関する協定を締結しております。

　akippa 株式会社は、駐車場確保に困っているドライバーと、利用のない空き地や駐車場を有効活用

して収益化したい土地所有者をマッチングする駐車場予約アプリ「akippa」を運営しています。

このサービスの登録には、車止めや精算機な

どの設置、初期費用・月額費用が不用なこと

から、空いているスペースがあればいつでも

利用することが可能です。

　契約されていない月極駐車場や個人宅の駐

車スペース・空き地など空いているスペース

の有効活用に興味のある方は、観光産業課ま

でお問合せください。

※問い合わせは、観光産業課
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No.823 2022 年 7 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

【
心
理
・
発
達
相
談
】

〔
日
時
〕 

７
月
22
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　 

８
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分　
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関

す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持

つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
話
を
聞

き
ま
す
。
お
子
さ
ん
ご
自
身
か

ら
の
相
談
も
出
来
ま
す
。
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
直
接

お
話
し
を
聞
く
以
外
に
、
電
話

相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
誰

に
話
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ

【
健
康
相
談
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
に
よ
る
「
健
康
相
談
」

を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
　
　
　
　
☎
83-

２
７
７
７ 

に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
心

配
ご
と
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
、
ま
ず
は
一
度
、
お
電
話
く

だ
さ
い
。

＊
な
お
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
常
時
、
相
談
員

に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
不
安
や
悩
み
を
抱

え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
お
話
し

に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
　
　☎
85-

２
６
１
１

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。

　
新
し
い
こ
と
が
覚
え
に
く

い
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
。
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返

す
。
家
事
や
仕
事
を
上
手
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち
着

き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面
化

し
ま
す
。「
も
し
か
し
た
ら
高

次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と
不

安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
が
よ

り
相
談
を
し
や
す
く
す
る
た
め

に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
電
話
・
面
接
・
家

庭
訪
問
に
て
お
受
け
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

各 

種 

相 

談

（
司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　法
律
相
談
）

〔
日
時
〕７
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

【
人
権
身
の
上
・

　
 
 
 
 
 

行
政
相
談
】

〔
日
時
〕７
月
14
日
（
木
）

　
　
　 

８
月
10
日
（
水
）

　
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

【
相
続
・
成
年
後
見
相
談
】

【
消
費
者
相
談
】

～
１
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

　
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

〔
日
時
〕
７
月
20
日
（
水
）

         

午
後
２
時
～
４
時

〔
会
場
〕
文
化
会
館
１
階
会
議

室
　

〔
相
談
専
門
員
〕
元
東
京
都
消

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
員

〔
費
用
〕
無
料

　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業

課 

　
　
　 

☎
83
‐
２
２
９
５

〔
日
時
〕８
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

予
約
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
定
員
６
名
で
す
。

左
記
相
談
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
会
場
は
、
福
祉
会
館
２
階

会
議
室

※
こ
の
段
の
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
、福
祉
保
健
課
　

　
　
　
　
　
☎
83-

２
７
７
７

【
高
次
脳
機
能

　
　障

害
の
相
談
】

【
弁
護
士
に
よ
る

 
 
 
 
 

　法
律
相
談
】

地
域
情
報
誌
「
街
プ
レ
」

創
刊
10
周
年
記
念

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド

西
多
摩
２
０
２
２
】

　
西
多
摩
の
３
市
３
町
１
村
の

市
町
村
長
が
登
壇

〔
開
催
日
〕
７
月
16
日(

土)

午
後
１
時
開
場/

午
後
１
時
30

分
～
４
時(

予
定)

〔
会
場
〕福
生
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル 

〔
定
員
〕
２
０
０
名
　
入
場
無

料(

事
前
予
約
制)

※
詳
細
・
申
し
込
み
先
は
、

h
t
t
p
s
:
/
/
m
a
c
h
i
p
r
e
.
n
e
t
/

sdgs_nishitama/

(

第
１
部)

基
調
講
演
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
“
道
し
る
べ
”
に
西
多

摩
地
域
の
再
構
築
を
」

(

第
２
部)

西
多
摩
の
市
町
村

長
登
壇
　

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
向
け
た
、

地
方
自
治
体
の
役
割
と
取
り
組

み
」

(

第
３
部)

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー

ド
西
多
摩 

２
０
２
２
」
受
賞

者
表
彰

各
種
相
談

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
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No.823 令和 4年 7月 5日広 報 お く た ま

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設などイベントは町外からも来場可能

１・月

２・火
■高次脳機能障害相談 (9:00 ～保健福祉センター ) → 15 ㌻・前日〆
■わくわく科学 (14:00 ～福祉会館 ) → 1 ７㌻
■森林セラピー健康づくり事業：【親子体験】夏の昆虫観察会→ 26 ㌻・７/ １５〆 ( 先着順 )

３・水

４・木 　ヘルシー体操 (10:00 ～福祉会館 )

５・金

６・土 　

７・日

８・月 　絵本といっしょ (11:00 ～きこりん ) → 12 ㌻

９・火 ■高次脳機能障害相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 15 ㌻・前日〆

１０・水

■心理・発達相談 (10:30 ～きこりん・徳井臨床心理士 ) → 15 ㌻・前日〆
　人権身の上・行政相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 15 ㌻
■弁護士による法律相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 15 ㌻
　１・２・４・５歳児歯科健診・乳幼児歯科相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 14 ㌻

１１・木 ■在宅障害者自立生活サポート事業 (9:30 ～保健福祉センター ) → 19 ㌻・8/4 〆

１２・金 ３～４か月児健診・離乳食講習会 (13:00 ～・14:30 ～保健福祉センター ) → 14 ㌻　

１３・土 　

１４・日

１５・月

＜８月末までの主なイベント＞

　２５日（木）元気アップおくたま事業 (10:00 ～梅沢コミュニティセンター : 健康講話 ) → 21 ㌻
　２５日（木）元気アップおくたま事業
              (13:30 ～小丹波コミュニティセンター : ゲーム＆座ってできる簡単体操 ) → 21 ㌻
　３０日（火）元気アップおくたま事業 (13:30 ～丹三郎生活館 : 健康講話 ) → 21 ㌻
■３１日（水）森林セラピー健康づくり事業
                     登計トレイルと藍の生葉染め体験→ 26 ㌻・７/15 〆 ( 先着順 )

町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。8 月 1 日～ 15 日 カレンダー

母
子
健
診
日
程
表

７月１３日（水）　保健福祉センター

 13:00 ～ 13:20 受付
 １・２・４・５歳児歯科健診・乳幼児歯科相談
　　…平成29・30・令和2・3年6月生まれ

８月１０日（水）　保健福祉センター

 13:00 ～ 13:20 受付
 １・２・４・５歳児歯科健診・乳幼児歯科相談
　　…平成29・30・令和2・3年7月生まれ

８月１２日（金）　保健福祉センター

 13:00 ～ 13:20 受付
 ３か月児、４か月児健診
　　…令和 4年 3月・4月生まれ
  14:30 ～ 15:00 受付
　離乳食講習会 
       ＊1週間前までに申込みください。

町立図書館の
　　　　開館時間延長のお知らせ

　町立図書館では、子どもの居場所づくり

と学生などの勉強スペースを確保するた

め、毎週土曜日の開館時間を７月９日（土）

から９月２４日（土）までの間、試験的に

午後８時まで延長します。

　ぜひご利用ください。

※問い合わせは、

（一財）奥多摩木村奨学会（文化会館内）　

　　　　　　　　　　☎８５－１６１８
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No.823 2022 年 7 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

【
心
理
・
発
達
相
談
】

〔
日
時
〕 

７
月
22
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　 

８
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分　
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関

す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持

つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
話
を
聞

き
ま
す
。
お
子
さ
ん
ご
自
身
か

ら
の
相
談
も
出
来
ま
す
。
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
直
接

お
話
し
を
聞
く
以
外
に
、
電
話

相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
誰

に
話
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ

【
健
康
相
談
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
に
よ
る
「
健
康
相
談
」

を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
　
　
　
　
☎
83-

２
７
７
７ 

に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
心

配
ご
と
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
、
ま
ず
は
一
度
、
お
電
話
く

だ
さ
い
。

＊
な
お
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
常
時
、
相
談
員

に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
不
安
や
悩
み
を
抱

え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
お
話
し

に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
　
　☎
85-

２
６
１
１

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。

　
新
し
い
こ
と
が
覚
え
に
く

い
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
。
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返

す
。
家
事
や
仕
事
を
上
手
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち
着

き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面
化

し
ま
す
。「
も
し
か
し
た
ら
高

次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と
不

安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
が
よ

り
相
談
を
し
や
す
く
す
る
た
め

に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
電
話
・
面
接
・
家

庭
訪
問
に
て
お
受
け
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

各 

種 

相 

談

（
司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　法
律
相
談
）

〔
日
時
〕７
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

【
人
権
身
の
上
・

　

 
 
 
 
 

行
政
相
談
】

〔
日
時
〕７
月
14
日
（
木
）

　
　
　 

８
月
10
日
（
水
）

　
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

【
相
続
・
成
年
後
見
相
談
】

【
消
費
者
相
談
】

～
１
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

　
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

〔
日
時
〕
７
月
20
日
（
水
）

         

午
後
２
時
～
４
時

〔
会
場
〕
文
化
会
館
１
階
会
議

室
　

〔
相
談
専
門
員
〕
元
東
京
都
消

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
員

〔
費
用
〕
無
料

　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業

課 

　
　
　 

☎
83
‐
２
２
９
５

〔
日
時
〕８
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

予
約
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
定
員
６
名
で
す
。

左
記
相
談
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
会
場
は
、
福
祉
会
館
２
階

会
議
室

※
こ
の
段
の
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
、福
祉
保
健
課
　

　
　
　
　
　
☎
83-

２
７
７
７

【
高
次
脳
機
能

　
　障

害
の
相
談
】

【
弁
護
士
に
よ
る

 
 
 
 
 

　法
律
相
談
】

地
域
情
報
誌
「
街
プ
レ
」

創
刊
10
周
年
記
念

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド

西
多
摩
２
０
２
２
】

　
西
多
摩
の
３
市
３
町
１
村
の

市
町
村
長
が
登
壇

〔
開
催
日
〕
７
月
16
日(
土)

午
後
１
時
開
場/

午
後
１
時
30

分
～
４
時(

予
定)

〔
会
場
〕福
生
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル 

〔
定
員
〕
２
０
０
名
　
入
場
無

料(

事
前
予
約
制)

※
詳
細
・
申
し
込
み
先
は
、

h
t
t
p
s
:
/
/
m
a
c
h
i
p
r
e
.
n
e
t
/

sdgs_nishitama/

(

第
１
部)

基
調
講
演
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
“
道
し
る
べ
”
に
西
多

摩
地
域
の
再
構
築
を
」

(

第
２
部)

西
多
摩
の
市
町
村

長
登
壇

　

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
向
け
た
、

地
方
自
治
体
の
役
割
と
取
り
組

み
」

(

第
３
部)

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー

ド
西
多
摩 

２
０
２
２
」
受
賞

者
表
彰

各
種
相
談

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
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No.823 2022 年 7 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

【
心
理
・
発
達
相
談
】

〔
日
時
〕 

７
月
22
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　 

８
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分　
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関

す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持

つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
話
を
聞

き
ま
す
。
お
子
さ
ん
ご
自
身
か

ら
の
相
談
も
出
来
ま
す
。
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
直
接

お
話
し
を
聞
く
以
外
に
、
電
話

相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
誰

に
話
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ

【
健
康
相
談
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
に
よ
る
「
健
康
相
談
」

を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
　
　
　
　
☎
83-

２
７
７
７ 

に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
心

配
ご
と
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
、
ま
ず
は
一
度
、
お
電
話
く

だ
さ
い
。

＊
な
お
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
常
時
、
相
談
員

に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
不
安
や
悩
み
を
抱

え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
お
話
し

に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
　
　☎
85-

２
６
１
１

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。

　
新
し
い
こ
と
が
覚
え
に
く

い
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
。
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返

す
。
家
事
や
仕
事
を
上
手
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち
着

き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面
化

し
ま
す
。「
も
し
か
し
た
ら
高

次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と
不

安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
が
よ

り
相
談
を
し
や
す
く
す
る
た
め

に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
電
話
・
面
接
・
家

庭
訪
問
に
て
お
受
け
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

各 

種 

相 

談

（
司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　法
律
相
談
）

〔
日
時
〕７
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

【
人
権
身
の
上
・

　

 
 
 
 
 

行
政
相
談
】

〔
日
時
〕７
月
14
日
（
木
）

　
　
　 

８
月
10
日
（
水
）

　
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

【
相
続
・
成
年
後
見
相
談
】

【
消
費
者
相
談
】

～
１
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

　
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

〔
日
時
〕
７
月
20
日
（
水
）

         

午
後
２
時
～
４
時

〔
会
場
〕
文
化
会
館
１
階
会
議

室
　

〔
相
談
専
門
員
〕
元
東
京
都
消

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
員

〔
費
用
〕
無
料

　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業

課 

　
　
　 

☎
83
‐
２
２
９
５

〔
日
時
〕８
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

予
約
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
定
員
６
名
で
す
。

左
記
相
談
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
会
場
は
、
福
祉
会
館
２
階

会
議
室

※
こ
の
段
の
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
、福
祉
保
健
課
　

　
　
　
　
　
☎
83-

２
７
７
７

【
高
次
脳
機
能

　
　障

害
の
相
談
】

【
弁
護
士
に
よ
る

 
 
 
 
 

　法
律
相
談
】

地
域
情
報
誌
「
街
プ
レ
」

創
刊
10
周
年
記
念

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド

西
多
摩
２
０
２
２
】

　
西
多
摩
の
３
市
３
町
１
村
の

市
町
村
長
が
登
壇

〔
開
催
日
〕
７
月
16
日(
土)

午
後
１
時
開
場/

午
後
１
時
30

分
～
４
時(

予
定)

〔
会
場
〕福
生
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル 

〔
定
員
〕
２
０
０
名
　
入
場
無

料(

事
前
予
約
制)

※
詳
細
・
申
し
込
み
先
は
、

h
t
t
p
s
:
/
/
m
a
c
h
i
p
r
e
.
n
e
t
/

sdgs_nishitama/

(

第
１
部)

基
調
講
演
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
“
道
し
る
べ
”
に
西
多

摩
地
域
の
再
構
築
を
」

(

第
２
部)

西
多
摩
の
市
町
村

長
登
壇

　

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
向
け
た
、

地
方
自
治
体
の
役
割
と
取
り
組

み
」

(

第
３
部)

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー

ド
西
多
摩 

２
０
２
２
」
受
賞

者
表
彰

各
種
相
談

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
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　ぐずり・かんしゃく・お友達に手を出すなど、

大人にとっての「子どもの困った言動」に視点を

当てたお話です。

〔日　　時〕 ７月２２日（金）

　　　　　 午前１０時３０分～正午

〔会　　場〕 きこりん　遊戯室

〔対 象 者〕 子育て中の方、子育てに関わる方、　

　　　　　　ファミサポ・病後児会員さんなど 

〔申込期間〕 ７月１５日（金）まで 

〔講　　師〕鎌田　桃子　先生（臨床心理士） 

＊託児もあります。希望の方は、お申し込みの際

お伝えください。

※申し込み、問い合わせは、　　　　　　　　　

　　子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１

「わくわく科学」
風見鶏と傘袋ロケットを作ってその原理をしろう！

〔日　　時〕 ８月２日（火）

           午後２時～３時３０分

〔会　　場〕 福祉会館１階ホール

〔内　　容〕 風見鶏を作る。傘袋を作って飛ばす。 

          両方に共通する仕組みについて学ぶ。

〔対 象 者〕 町内在住の５歳以上小学生以下

　　　　　（未就学児は保護者同伴）

〔募集人数〕 幼児・児童１０名程度

〔持 ち 物〕 タオル、水分補給できるもの

〔募集期間〕 ７月１３月（水）～１９日（火） 

〔講　　師〕 市川　哲彦 さん（子ども宇宙未来の

　　　　　会、子ども家庭支援センター相談員）

※申し込み、問い合わせは、　　　　　　　　　

　　子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１

チャレンジおくたま「電子工作教室」の開催
　奥多摩アマチュア無線クラブでは、チャレンジおくたまの一環として「ＡＭ／ＦＭ　ＤＳＰラジオ」

を作る電子工作教室を開催します。ハンダ付けが初めての方でも安心して作れますので、お気軽に参

加してください。

〔日　時〕８月１３日（土）　午前９時３０分から正午頃まで

〔場　所〕文化会館　多目的ホール　　　〔受講費〕２，０００円

〔対　象〕町内の小学３年生以上・中学生・高校生とその保護者

〔募集期限〕８月５日（金）　＊先着１２名

※申し込み・問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６

　第１回ファミサポ・病後児研修

「子どもの言動のとらえ方」

子
育
て
世
帯
給
付
金

子
ど
も
関
係

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯）のご案内

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、児童扶養手当受給者世帯などのひとり親家

庭を支援するために特別給付金の支給を行います。

【支給対象者】

　１８歳になった最初の３月３１日までの児童を監護・養護するひとり親家庭のうち、つぎの①から③

のいずれかに該当する方

　①令和４年４月分の児童扶養手当を受給している方

　②公的年金などを受けていることにより、令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない方

　③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給してい

　　る方と同じ水準になっている方

【給付額】　児童一人あたり一律５万円

【申請手続きなど】

　①に該当する方は申請不要です。６月下旬に東京都から給付金が支給されていますので、ご確認くだ

さい。

　②、③に該当されると思われる方は、申請が必要になりますので、下記まで問い合わせください。

※問い合わせは、子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１
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子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外）のご案内

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対して生活支援を行

う観点から特別給付金の支給を行います。

【支給対象者】

　令和４年３月３１日時点で１８歳未満の児童（一定の障害がある場合は２０歳未満）を養育する父母

などのうち、つぎの①から③のいずれかに該当する方。

　①令和４年度住民税（均等割）非課税世帯で、令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当を

　受給された方

　②令和４年度住民税（均等割）非課税世帯で、高校生のみを養育している方

　③令和４年１月１日以降に新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度分の

　　住民税（均等割）が非課税相当の収入となった方

　＊なお、令和５年２月末までに生まれた新生児なども対象になります。

【給付額】児童一人あたり一律５万円

【申請手続きなど】

　①に該当する方は、申請不要です。６月下旬に町から給付金を支給しましたので、ご確認ください。

　②、③に該当されると思われる方は、申請が必要になりますので、下記まで問い合わせください。

　※問い合わせは、子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１

西多摩くらしの相談センターからお知らせ

◆奥多摩町くらしとしごとの相談会（無料）

　経済的な問題で生活に困っている。働きたいのに長く失業している。働いた経験がない。

　家族の引きこもりやニートで悩んでいる。家計の管理が苦手。子どもの学習で悩んでいる。

　こんな悩みを抱える方のために相談会を行っています。　

　専門スタッフが相談内容に応じて個別に支援します。

　〔日　時〕毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後１時３０分～３時３０分

　〔会　場〕福祉会館 会議室（２階）・・・毎月第１・３・５火曜日　

　　　　　 文化会館 会議室（１階）・・・毎月第２・４火曜日　

　〔対　象〕町内在住の方

　＊新型コロナウイルスの影響で相談会が中止になる場合もあります。

　＊中止となった場合でも、電話でのご相談は随時受付けております。

◆学びの広場　ホッとスペースちえの輪（無料）

　宿題の解き方を教え合ったり、時には仲間とイベント（スライム作り、ハロウィンパーティー、クリ

スマス会など）を楽しみながら、ここに集まったみんなの将来を切りひらいていきます。

　随時、見学・体験参加を受付けています。お気軽にお越しください。

　〔日　時〕毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後４時～６時

　〔会　場〕福祉会館 会議室（２階）・・・・・・・・・毎月第１・３・５火曜日　

　　　　　 子ども家庭支援センター（きこりん）・ ・・毎月第２・４火曜日　

　〔対　象〕町内在住の原則、小学生～中学生（中学校卒業～１８歳の場合はご相談ください）

　＊新型コロナウイルスの影響で開催中止になる場合もあります。

　※申し込み、問い合わせは、西多摩くらしの相談センター　☎２５－３５０１

　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://kurashinosoudan.net/
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子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外）のご案内

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対して生活支援を行

う観点から特別給付金の支給を行います。

【支給対象者】

　令和４年３月３１日時点で１８歳未満の児童（一定の障害がある場合は２０歳未満）を養育する父母

などのうち、つぎの①から③のいずれかに該当する方。

　①令和４年度住民税（均等割）非課税世帯で、令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当を

　受給された方

　②令和４年度住民税（均等割）非課税世帯で、高校生のみを養育している方

　③令和４年１月１日以降に新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度分の

　　住民税（均等割）が非課税相当の収入となった方

　＊なお、令和５年２月末までに生まれた新生児なども対象になります。

【給付額】児童一人あたり一律５万円

【申請手続きなど】

　①に該当する方は、申請不要です。６月下旬に町から給付金を支給しましたので、ご確認ください。

　②、③に該当されると思われる方は、申請が必要になりますので、下記まで問い合わせください。

　※問い合わせは、子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１

西多摩くらしの相談センターからお知らせ

◆奥多摩町くらしとしごとの相談会（無料）

　経済的な問題で生活に困っている。働きたいのに長く失業している。働いた経験がない。

　家族の引きこもりやニートで悩んでいる。家計の管理が苦手。子どもの学習で悩んでいる。

　こんな悩みを抱える方のために相談会を行っています。　

　専門スタッフが相談内容に応じて個別に支援します。

　〔日　時〕毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後１時３０分～３時３０分

　〔会　場〕福祉会館 会議室（２階）・・・毎月第１・３・５火曜日　

　　　　　 文化会館 会議室（１階）・・・毎月第２・４火曜日　

　〔対　象〕町内在住の方

　＊新型コロナウイルスの影響で相談会が中止になる場合もあります。

　＊中止となった場合でも、電話でのご相談は随時受付けております。

◆学びの広場　ホッとスペースちえの輪（無料）

　宿題の解き方を教え合ったり、時には仲間とイベント（スライム作り、ハロウィンパーティー、クリ

スマス会など）を楽しみながら、ここに集まったみんなの将来を切りひらいていきます。

　随時、見学・体験参加を受付けています。お気軽にお越しください。

　〔日　時〕毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後４時～６時

　〔会　場〕福祉会館 会議室（２階）・・・・・・・・・毎月第１・３・５火曜日　

　　　　　 子ども家庭支援センター（きこりん）・ ・・毎月第２・４火曜日　

　〔対　象〕町内在住の原則、小学生～中学生（中学校卒業～１８歳の場合はご相談ください）

　＊新型コロナウイルスの影響で開催中止になる場合もあります。

　※申し込み、問い合わせは、西多摩くらしの相談センター　☎２５－３５０１

　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://kurashinosoudan.net/
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子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外）のご案内

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対して生活支援を行

う観点から特別給付金の支給を行います。

【支給対象者】

　令和４年３月３１日時点で１８歳未満の児童（一定の障害がある場合は２０歳未満）を養育する父母

などのうち、つぎの①から③のいずれかに該当する方。

　①令和４年度住民税（均等割）非課税世帯で、令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当を

　受給された方

　②令和４年度住民税（均等割）非課税世帯で、高校生のみを養育している方

　③令和４年１月１日以降に新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度分の

　　住民税（均等割）が非課税相当の収入となった方

　＊なお、令和５年２月末までに生まれた新生児なども対象になります。

【給付額】児童一人あたり一律５万円

【申請手続きなど】

　①に該当する方は、申請不要です。６月下旬に町から給付金を支給しましたので、ご確認ください。

　②、③に該当されると思われる方は、申請が必要になりますので、下記まで問い合わせください。

　※問い合わせは、子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１

西多摩くらしの相談センターからお知らせ

◆奥多摩町くらしとしごとの相談会（無料）

　経済的な問題で生活に困っている。働きたいのに長く失業している。働いた経験がない。

　家族の引きこもりやニートで悩んでいる。家計の管理が苦手。子どもの学習で悩んでいる。

　こんな悩みを抱える方のために相談会を行っています。　

　専門スタッフが相談内容に応じて個別に支援します。

　〔日　時〕毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後１時３０分～３時３０分

　〔会　場〕福祉会館 会議室（２階）・・・毎月第１・３・５火曜日　

　　　　　 文化会館 会議室（１階）・・・毎月第２・４火曜日　

　〔対　象〕町内在住の方

　＊新型コロナウイルスの影響で相談会が中止になる場合もあります。

　＊中止となった場合でも、電話でのご相談は随時受付けております。

◆学びの広場　ホッとスペースちえの輪（無料）

　宿題の解き方を教え合ったり、時には仲間とイベント（スライム作り、ハロウィンパーティー、クリ

スマス会など）を楽しみながら、ここに集まったみんなの将来を切りひらいていきます。

　随時、見学・体験参加を受付けています。お気軽にお越しください。

　〔日　時〕毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後４時～６時

　〔会　場〕福祉会館 会議室（２階）・・・・・・・・・毎月第１・３・５火曜日　

　　　　　 子ども家庭支援センター（きこりん）・ ・・毎月第２・４火曜日　

　〔対　象〕町内在住の原則、小学生～中学生（中学校卒業～１８歳の場合はご相談ください）

　＊新型コロナウイルスの影響で開催中止になる場合もあります。

　※申し込み、問い合わせは、西多摩くらしの相談センター　☎２５－３５０１

　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://kurashinosoudan.net/
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　ぐずり・かんしゃく・お友達に手を出すなど、

大人にとっての「子どもの困った言動」に視点を

当てたお話です。

〔日　　時〕 ７月２２日（金）

　　　　　 午前１０時３０分～正午

〔会　　場〕 きこりん　遊戯室

〔対 象 者〕 子育て中の方、子育てに関わる方、　

　　　　　　ファミサポ・病後児会員さんなど 

〔申込期間〕 ７月１５日（金）まで 

〔講　　師〕鎌田　桃子　先生（臨床心理士） 

＊託児もあります。希望の方は、お申し込みの際

お伝えください。

※申し込み、問い合わせは、　　　　　　　　　

　　子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１

「わくわく科学」
風見鶏と傘袋ロケットを作ってその原理をしろう！

〔日　　時〕 ８月２日（火）

           午後２時～３時３０分

〔会　　場〕 福祉会館１階ホール

〔内　　容〕 風見鶏を作る。傘袋を作って飛ばす。 

          両方に共通する仕組みについて学ぶ。

〔対 象 者〕 町内在住の５歳以上小学生以下

　　　　　（未就学児は保護者同伴）

〔募集人数〕 幼児・児童１０名程度

〔持 ち 物〕 タオル、水分補給できるもの

〔募集期間〕 ７月１３月（水）～１９日（火） 

〔講　　師〕 市川　哲彦 さん（子ども宇宙未来の

　　　　　会、子ども家庭支援センター相談員）

※申し込み、問い合わせは、　　　　　　　　　

　　子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１

チャレンジおくたま「電子工作教室」の開催
　奥多摩アマチュア無線クラブでは、チャレンジおくたまの一環として「ＡＭ／ＦＭ　ＤＳＰラジオ」

を作る電子工作教室を開催します。ハンダ付けが初めての方でも安心して作れますので、お気軽に参

加してください。

〔日　時〕８月１３日（土）　午前９時３０分から正午頃まで

〔場　所〕文化会館　多目的ホール　　　〔受講費〕２，０００円

〔対　象〕町内の小学３年生以上・中学生・高校生とその保護者

〔募集期限〕８月５日（金）　＊先着１２名

※申し込み・問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６

　第１回ファミサポ・病後児研修

「子どもの言動のとらえ方」

子
育
て
世
帯
給
付
金

子
ど
も
関
係

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯）のご案内

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、児童扶養手当受給者世帯などのひとり親家

庭を支援するために特別給付金の支給を行います。

【支給対象者】

　１８歳になった最初の３月３１日までの児童を監護・養護するひとり親家庭のうち、つぎの①から③

のいずれかに該当する方

　①令和４年４月分の児童扶養手当を受給している方

　②公的年金などを受けていることにより、令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない方

　③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給してい

　　る方と同じ水準になっている方

【給付額】　児童一人あたり一律５万円

【申請手続きなど】

　①に該当する方は申請不要です。６月下旬に東京都から給付金が支給されていますので、ご確認くだ

さい。

　②、③に該当されると思われる方は、申請が必要になりますので、下記まで問い合わせください。

※問い合わせは、子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１
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お伝えください。
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〔対 象 者〕 町内在住の５歳以上小学生以下

　　　　　（未就学児は保護者同伴）
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カ
ッ
ト

【材料】（４人分）

・鶏モモ肉　　　  ３２０ｇ

・塩　　　　　　　　 少々

・こしょう　　　　　 少々

・白ワイン          ４５ｇ（大さじ４）

・オリーブオイル　   適量

・にんにく（みじん切り ) １０ｇ（１片）

　   ・ズッキーニ ２４０ｇ (小２本 )

★　 ・しめじ          １００ｇ

　   ・プチトマト １２０ｇ（８個）

・醤油          　　１２ｇ（小さじ２）

・粉パセリ           適量

【作り方】

①鶏モモ肉は皮を取り除いて一口大に切る。ズッキー

　ニは１センチ幅の半月切りに、しめじは石づきを取っ

　てほぐしておく。

②鶏肉に塩、こしょう、ワイン (大さじ１)で下味をつ

  け１０分おく。

③鍋にオリーブオイルとにんにくを入れ、弱火で加熱

　する。にんにくの香りが油に移ったら中火にし、鶏

　肉を入れて、両面に焦げ目がつくまで焼く。

④★と白ワイン (大さじ３)を加え、蓋をして弱火で８  

  分ほど蒸し焼きにする。

⑤塩、醤油で味をととのえ、粉パセリとこしょうを振る。

☆１人分の栄養価

　エネルギー 146kcal　糖質（たんぱく質）17.2 ｇ

　脂質 5.3 ｇ　食塩相当量 1.0 ｇ

食
育
関
係
ほ
か

「
食
育
ひ
ろ
ば
」
そ
の
170
♪

鶏肉とズッキーニの白ワイン蒸し

★お知らせ★

 ズッキーニはカリウムを比較的多く含んだ野菜です。カリウムは、ナトリウムが腎臓で再吸収され

るのを抑制し、排泄を促す働きがあります。そのため、カリウムには血圧を下げる効果があるとされ、

高血圧予防に有効と考えられています。

　お味噌汁やスープなど塩分の濃いものに、野菜をたくさん入れて具沢山にするのは如何でしょう。

高血圧予防におススメです。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

ウエルカムランチ ～保育園児と一緒に給食を食べませんか？～

日　　　　　時 会　 場 対　 象 人　 数 参 加 費

７月２０日（水）午前１１時２０分集合 氷川保育園 原則５０歳以上
２～３名

（先着順）
１人３００円

 簡単！やさしいお食事づくり講習会（在宅障害者自立生活サポート事業）

　障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。参加者一人ひとりがご自身のできることを

分担し、助け合いながら、身体に優しい食事を作り、楽しく食べる講習会です。

　みなさんのお申し込みをお待ちしております。

　〔日　時〕７月１８日（祝） 午前９時３０分～午後２時

　　　　　 ８月１１日（祝）午前９時３０分～午後２時

　〔会　場〕保健福祉センター　栄養指導室

　〔対象者〕身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方、もしくは同等の障　

　　　　 　害があると判断される方で、保健福祉センターにいらっしゃることができる方

　　　　　 ＊初めてお申し込みをされる方は、担当保健師にお身体の状況をお聞かせください。

　　※申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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非課税世帯等臨時特別給付金のご案内

　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（１世帯あたり１０万円）は、令和４年度の住民税均等

割が非課税の世帯や令和４年１月以降に新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変のあった世帯を支

援する給付金です。＊令和３年度以降すでに受給した世帯は除きます。

　給付金を受給するためには、手続きが必要です。

■住民税均等割非課税世帯

①世帯の全ての方が、令和３年１２月１０日以前から現住所にお住まいの場合

町から確認書が届いていますので、確認書の内容（支給要件、振込先等）を確認して、同封の返信用封

筒で返送してください。(令和４年６月１日を基準日とします。）

【確認事項】

 1. 記載された給付金振り込み口座番号に誤りがないこと。

 2. 住民税が課税されている方の扶養親族のみの世帯ではないこと。

 3. 既に非課税世帯等臨時特別給付金を受給していないこと。

②世帯の中に、令和３年１２月１１日以降に転入した方がいる場合

　給付金を受け取るには、申請が必要です。

　申請書に必要事項を記入して、添付資料と一緒に、基準日（令和４年６月１日）時点で

　お住まいの区市町村に、ご提出ください。申請書は、問い合せ先までお取り寄せください。

■家計急変世帯

新型コロナウイルス感染症の影響で令和４年１月以降の収入が減少し「住民税非課税相当」

の収入となった世帯

例）住民税非課税となる年間給与収入の目安（奥多摩町の場合）単身の場合：９３万円以下

給付金を受け取るには、申請が必要です。

申請書に必要事項を記入して、添付資料と一緒に、申請時点で住民登録のある区市町村に

ご提出ください。申請書は、問い合せ先までお取り寄せください。

　申請期限：令和４年９月３０日（金）

※問い合せは、福祉保健課　☎８３ー２７７７

学童指導員 ( 会計年度任用職員 )募集

〔勤務内容〕町内学童クラブで児童の保育、指導　　〔採用予定日〕令和４年７月頃から　　

〔勤務条件〕任　　期／令和５年３月３１日まで（勤務成績良好時は再度任用）

　　　　　 勤 務 日／シフト制勤務（不定日で土曜勤務あり）

           勤務時間／小学校放課後から午後６時３０分頃まで（内６時間）＊時間外勤務の場合あり

　　　　　　　　　　 学校休業日は、午前８時頃から午後６時３０分頃まで（内６時間）

〔報酬手当〕時給／１，１３０円～（期末手当は支給要件を満たした場合、通勤費用は町規定により支給）

〔申込方法〕町ホームページ掲載の「会計年度任用職員募集のお知らせ」にある採用申込書（写真添付）

　　　　　 に必要事項をご記入のうえ、本人または代理人が、直接、役場総務課へ提出するか、簡易

　　　　　 書留で郵送してください。

〔申込期日〕７月２２日 (金 )必着

〔選考方法〕１次／書類選考　２次／面接：１次選考合格者対象

　※資格・勤務日などについての相談、問い合わせは、子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１
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非課税世帯等臨時特別給付金のご案内
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給付金を受け取るには、申請が必要です。
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〔申込方法〕町ホームページ掲載の「会計年度任用職員募集のお知らせ」にある採用申込書（写真添付）

　　　　　 に必要事項をご記入のうえ、本人または代理人が、直接、役場総務課へ提出するか、簡易

　　　　　 書留で郵送してください。

〔申込期日〕７月２２日 (金 )必着

〔選考方法〕１次／書類選考　２次／面接：１次選考合格者対象

　※資格・勤務日などについての相談、問い合わせは、子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１
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No.823 2022 年 7 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

カ
ッ
ト

【材料】（４人分）

・鶏モモ肉　　　  ３２０ｇ

・塩　　　　　　　　 少々

・こしょう　　　　　 少々

・白ワイン          ４５ｇ（大さじ４）

・オリーブオイル　   適量

・にんにく（みじん切り ) １０ｇ（１片）

　   ・ズッキーニ ２４０ｇ (小２本 )

★　 ・しめじ          １００ｇ

　   ・プチトマト １２０ｇ（８個）

・醤油          　　１２ｇ（小さじ２）

・粉パセリ           適量

【作り方】

①鶏モモ肉は皮を取り除いて一口大に切る。ズッキー

　ニは１センチ幅の半月切りに、しめじは石づきを取っ

　てほぐしておく。

②鶏肉に塩、こしょう、ワイン (大さじ１)で下味をつ

  け１０分おく。

③鍋にオリーブオイルとにんにくを入れ、弱火で加熱

　する。にんにくの香りが油に移ったら中火にし、鶏

　肉を入れて、両面に焦げ目がつくまで焼く。

④★と白ワイン (大さじ３)を加え、蓋をして弱火で８  

  分ほど蒸し焼きにする。

⑤塩、醤油で味をととのえ、粉パセリとこしょうを振る。

☆１人分の栄養価

　エネルギー 146kcal　糖質（たんぱく質）17.2 ｇ

　脂質 5.3 ｇ　食塩相当量 1.0 ｇ

食
育
関
係
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」
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鶏肉とズッキーニの白ワイン蒸し

★お知らせ★

 ズッキーニはカリウムを比較的多く含んだ野菜です。カリウムは、ナトリウムが腎臓で再吸収され

るのを抑制し、排泄を促す働きがあります。そのため、カリウムには血圧を下げる効果があるとされ、

高血圧予防に有効と考えられています。

　お味噌汁やスープなど塩分の濃いものに、野菜をたくさん入れて具沢山にするのは如何でしょう。

高血圧予防におススメです。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

ウエルカムランチ ～保育園児と一緒に給食を食べませんか？～

日　　　　　時 会　 場 対　 象 人　 数 参 加 費

７月２０日（水）午前１１時２０分集合 氷川保育園 原則５０歳以上
２～３名

（先着順）
１人３００円

 簡単！やさしいお食事づくり講習会（在宅障害者自立生活サポート事業）

　障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。参加者一人ひとりがご自身のできることを

分担し、助け合いながら、身体に優しい食事を作り、楽しく食べる講習会です。

　みなさんのお申し込みをお待ちしております。

　〔日　時〕７月１８日（祝） 午前９時３０分～午後２時

　　　　　 ８月１１日（祝）午前９時３０分～午後２時

　〔会　場〕保健福祉センター　栄養指導室

　〔対象者〕身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方、もしくは同等の障　

　　　　 　害があると判断される方で、保健福祉センターにいらっしゃることができる方

　　　　　 ＊初めてお申し込みをされる方は、担当保健師にお身体の状況をお聞かせください。

　　※申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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ご注意ください！『熱中症』

～熱中症は予防が大切！「新しい生活様式」における熱中症予防～

　熱中症は気温が高いなどの環境下で、体温調節の機能がうまく働かず体内に熱がこもってしまうこと

で起こります。熱中症を防ぐには、「暑さを避ける」「こまめな水分補給」「暑さに備えた体作り」が大

切です。一方で、新型コロナウイルスの感染を防ぐために、「身体的距離の確保」「マスクの着用」「手

洗い・３密（密集、密接、密閉）を避ける」といった「新しい生活様式」を実践することも求められて

います。新しい生活様式の中で熱中症を予防するためにつぎのようなことに気をつけましょう。

　（１）暑さを避けましょう

　・感染症予防のため、換気扇や窓開放によって換気を確保しつつ、エアコンの温度設定をこまめに調

　　整（換気を行うことで室内温度が高くなりがちになります）

　・少しでも体調が悪くなったら、涼しい場所へ移動（外なら日陰へ）

　・涼しい服装、日傘や帽子

（２）適宜マスクをはずしましょう

　・気温、湿度の高い中でのマスク着用は要注意

　・屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を確保できる場合には、マスクをはずす

　・マスクを着用している時は、負荷のかかる作業や運動を避け、周囲の人との距離を十分にとったう

　　えで適宜マスクをはずして休憩、水分補給を

（３）こまめに水分補給しましょう

　・のどが渇く前に水分補給

　・１日あたり１．２リットルを目安に

　・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

（４）暑さに備えた体作りと日頃から体調管理をしましょう

　・暑さに備え暑くなり始めた時期から無理のない範囲で適度に運動

　・毎朝など、定時の体温測定と健康チェック、体調が悪い時は無理せず自宅静養

　熱中症は室内でも起こります。我慢せず適切にエアコン等を利用しましょう。また、高齢者は暑さを

感じにくいうえに抵抗力も少なくなっています。のどが渇いていなくても早めに水分補給をしましょう。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

医療券（気管支ぜん息）の

更新を忘れずに
～ 大 気汚染医療費助成制 度 ～

　都内に１年（３歳未満は６か月）以上在住の１８歳未満

で気管支ぜん息等に罹患 (りかん )しているなど、要件を

満たす方に対して、認定疾病に係る医療費（保険適用後の

自己負担分）を助成しています。

　有効期間満了後も引き続き助成を受けるためには更新手

続きが必要です。生年月日が平成９年４月１日以前で有効

期間内の医療券をお持ちの方は、有効期間満了までに更新

手続きを行わない場合、資格喪失となり、再度認定を受け

られなくなりますので、有効期間満了の１か月前を目安に

保健福祉センターの窓口で手続きを行ってください。

※問い合わせは、福祉保健課　　　　　☎８３－２７７７

「元気アップおくたま事業」

　各地区の健康課題に合わせた講話や調理

実習・体操などのプログラムにより、みな

さんの健康意識を高めるサポートをする事

業です。みなさんの「元気アップ」のため

の情報が得られるよい機会ですので、お誘

い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

〔日時・会場・内容〕カレンダー参照

＊プログラムは各月で異なります。

＊体操は事前申込不要です。持ち物は、　

タオル、水分補給用飲み物、マスクです。

※問い合わせは、福祉保健課

　　　　　　　　　　　☎８３－２７７７
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町の筋力向上トレーニング事業について

食　育　講　習　会
　「１０の栄養素を食べる！

　　　　　キウイフルーツと夏野菜メニュー」

　夏の暑さに負けない体を作るためには、水分補給

はもちろん、食事でしっかりと栄養をとることも大

切です。今回の講習会では、１０種類の栄養素が豊

富に含まれるキウイフルーツや、夏野菜を使った調

理実習を行います。

　みなさんお誘いあわせのうえ、ご参加ください。

【日時・会場】７月２６日（火）

　　　　午前１０時～午後２時　保健福祉センター

【持ち物】エプロン・三角巾・タオル・マスク

【参加費】　３００円　【定員】　先着２０名

【申込締切】　７月１９日（火）

※問い合わせは、　福祉保健課　

　　　　　　　　　　　　　　  ☎８３－２７７７

　町では、この４月に、シニア筋トレルーム「にっ古里」を開設したことから、福祉会館で実施してい

る高齢者筋力向上トレーニングとあわせて、２会場で事業を実施していますが、下表のとおり、それぞ

れ対象者や実施日などが異なりますので、ご理解のうえ、ご利用くださいますようお願いします。　

会　場 福祉会館機能訓練室
高齢者筋力向上トレーニング施設

（シニア筋トレルーム「にっ古里」）

事業名 国／介護予防・日常生活支援総合事業 町／高齢者筋力向上トレーニング事業

実施主体 町社会福祉協議会へ事業委託 町福祉保健課で実施

対象年齢 ６５歳以上 概ね６５歳以上

対象要件

・要介護認定「非該当」の方

　「基本チェックリスト」で介護や支援を

　必要としない方

・介護や支援を必要としない方

　「基本チェックリスト」の実施は、必要　　

　ありません。

申込方法
地域包括支援センターへ相談

☎ 83-8555（平日 8時 30 分～ 17 時 15 分）

にっ古里へ事前予約　☎ 85-2580

（祝日除く（月・火・水・金）の 10 時～ 16 時半）

実施日

　　（火・金）　

　　13 時 30 分～ 15 時 30 分

　　３か月の利用期間（延長あり）

　　　＊日時指定

　　（月・火・水・金）

　　10 時～・13 時～・15 時～

　　　＊週２回まで希望日時を予約

　　　＊詳細は広報５月号参照

送　迎 あり なし

利用料
送迎なし　月額 1,000 円

送迎あり　月額 1,500 円
１回 100 円

筋力向上トレーニング講習会

　福祉会館の機能訓練室のマシーンを使う

ための講習会です。受講資格は町内在住・

在勤の４０歳以上の方です。

【日　時】　7月２０日（水）　

　　　　　午前９時３０分～正午

【場　所】　福祉会館２階　機能訓練室

【持ち物】　上履き・タオル・補水用の水分

　　　　　軍手

＊参加には事前申し込みが必要です。定員

に達し次第締め切りとさせていただきま

す。

＊この講習会は随時開催をしています。別

日で参加を希望される場合はご相談くださ

い。再受講の希望も受付けます。

　※問い合わせは、福祉保健課

　　　　　　　　　　　☎８３－２７７７

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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ご注意ください！『熱中症』

～熱中症は予防が大切！「新しい生活様式」における熱中症予防～

　熱中症は気温が高いなどの環境下で、体温調節の機能がうまく働かず体内に熱がこもってしまうこと

で起こります。熱中症を防ぐには、「暑さを避ける」「こまめな水分補給」「暑さに備えた体作り」が大

切です。一方で、新型コロナウイルスの感染を防ぐために、「身体的距離の確保」「マスクの着用」「手

洗い・３密（密集、密接、密閉）を避ける」といった「新しい生活様式」を実践することも求められて

います。新しい生活様式の中で熱中症を予防するためにつぎのようなことに気をつけましょう。

　（１）暑さを避けましょう

　・感染症予防のため、換気扇や窓開放によって換気を確保しつつ、エアコンの温度設定をこまめに調

　　整（換気を行うことで室内温度が高くなりがちになります）

　・少しでも体調が悪くなったら、涼しい場所へ移動（外なら日陰へ）

　・涼しい服装、日傘や帽子

（２）適宜マスクをはずしましょう

　・気温、湿度の高い中でのマスク着用は要注意

　・屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を確保できる場合には、マスクをはずす

　・マスクを着用している時は、負荷のかかる作業や運動を避け、周囲の人との距離を十分にとったう

　　えで適宜マスクをはずして休憩、水分補給を

（３）こまめに水分補給しましょう

　・のどが渇く前に水分補給

　・１日あたり１．２リットルを目安に

　・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

（４）暑さに備えた体作りと日頃から体調管理をしましょう

　・暑さに備え暑くなり始めた時期から無理のない範囲で適度に運動

　・毎朝など、定時の体温測定と健康チェック、体調が悪い時は無理せず自宅静養

　熱中症は室内でも起こります。我慢せず適切にエアコン等を利用しましょう。また、高齢者は暑さを

感じにくいうえに抵抗力も少なくなっています。のどが渇いていなくても早めに水分補給をしましょう。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

医療券（気管支ぜん息）の

更新を忘れずに
～ 大 気 汚 染 医 療 費 助 成 制 度 ～

　都内に１年（３歳未満は６か月）以上在住の１８歳未満

で気管支ぜん息等に罹患 (りかん )しているなど、要件を

満たす方に対して、認定疾病に係る医療費（保険適用後の

自己負担分）を助成しています。

　有効期間満了後も引き続き助成を受けるためには更新手

続きが必要です。生年月日が平成９年４月１日以前で有効

期間内の医療券をお持ちの方は、有効期間満了までに更新

手続きを行わない場合、資格喪失となり、再度認定を受け

られなくなりますので、有効期間満了の１か月前を目安に

保健福祉センターの窓口で手続きを行ってください。

※問い合わせは、福祉保健課　　　　　☎８３－２７７７

「元気アップおくたま事業」

　各地区の健康課題に合わせた講話や調理

実習・体操などのプログラムにより、みな

さんの健康意識を高めるサポートをする事

業です。みなさんの「元気アップ」のため

の情報が得られるよい機会ですので、お誘

い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

〔日時・会場・内容〕カレンダー参照

＊プログラムは各月で異なります。

＊体操は事前申込不要です。持ち物は、　

タオル、水分補給用飲み物、マスクです。

※問い合わせは、福祉保健課

　　　　　　　　　　　☎８３－２７７７
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７月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）

奥 多 摩 病 院
 

≪診療時間≫

　●平日外来（月～金）午前9時～ ・【受付時間】午前8時～11時30分

　〇午後診療（月曜日・火曜日・水曜日）午後2時30分～3時30分

　　＊内科診療のみ・前日までに要予約

　〇小児予防接種（同上）午後3時30分～4時30分

　　＊予約希望日の１週間前までに要予約

　　【予約受付】平日の午後1時～4時30分・電話または窓口

≪峰谷診療所≫

　○毎週火曜日　　　 午後2時～3時（整形外科）

　○毎月３回金曜日（内1回は訪問診療）午後2時30分～3時30分（内科）

≪日原診療所≫

　○毎月３回木曜日　 午後2時～3時（内科）

　〇木曜日（４週に１回）　午後1時30分～2時30分（整形外科）

◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎０４２８-８３-２１４５（代表）　

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.okutama.tokyo.jp/gyose/

　　　　　　　　　　 kakuka/ka/biyouin.html

＜予防接種のお知らせ＞

　予診票をお持ちでない方は、実費が発

生する場合があります。紛失された方は、

保健福祉センターまでご連絡ください。

※問い合わせは、福祉保健課　

　　　　　　　　　　☎８３－２７７７

　子宮頸がんワクチン接種について

　子宮頸がんは、子宮の出口（頸部）にできるがんで、ほとんどがヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ )

の感染が原因で発症することがわかっています。そのため、町では、子宮頸がんワクチンの接種を、町

内の医療機関で行っています。なお、接種回数は、間隔を開けて３回接種することとなります。

【接種対象者】

　〇１２歳となる日の属する年度の初日から１６歳となる日の属する年度の末日までの方（小学校６年

　　生から高校１年生の女子）

　〇ＨＰＶワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方（平成９年４月２日から平成

　　１８年４月１日生まれの女性）で、過去にＨＰＶワクチン接種を合計３回受けていない方（キャッ

　　チアップ接種の対象者）

　　※令和７年３月３１日まで無料で接種を受けられます。

【接種できる医療機関】

　子宮頸がんワクチン接種を希望される場合は、下記の医療機関へ必ず事前に電話等で予約して下さい。

　双葉会診療所　☎８３－３４５４

　古里診療所　　☎８３－８７５７　　
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※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

求　人　情　報

　一般社団法人奥多摩観光協会に加入

している事業者の求人情報を、奥多摩

観光協会のホームページに掲載しまし

た。町内での仕事をお探しの方は、ぜ

ひご覧ください。
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No.823 令和 4年 7月 5日広 報 お く た ま

　“レッツ・トライ”「可燃ごみ１０％減量化大作戦」の結果！！

【目標：一人 1日あたりの可燃ごみ量６３８．４ｇへの達成】

　５月の「可燃ごみ１０％減量化大作戦」の結果は下表のとおりです。目標（６３８．４ｇ）から＋

１４６．６グラムの増加となりました。

　昨年の６月分から、その月の可燃ごみ量（総量）を人口と日数で割り、一人１日あたりのごみ量とし

て、表とグラフで住民みなさんへお知らせするとともに、可燃ごみ減量化のお願いをしてきました。

　計算の基礎となります可燃ごみ量（総量）は、町内から発生したすべての可燃ごみとなります。この

中には、観光客などから発生する量も含まれます。ごみはすべて西秋川衛生組合で計量しますが、一般

家庭ごみ、観光ごみのように内容別に分けることは出来ません。５月の連休には、新型コロナウィルス

による外出規制が緩和されたことなどから、他の観光地と同様奥多摩町への訪問者も増えたことなども

重なり、一人１日当たりのごみ量が大きく増加したと考えられます。

　計算方法による一人１日あたりのごみ量の増減も考えられますが、今後も可燃ごみの減量化を意識し

ていただくことで、家計に占めるごみ処理費用（袋代）の軽減、また、町が組合へ支払う負担金の軽減

にもつながります。

　住民みなさんには、１年間をとおして “レッツ・トライ”「可燃ごみ１０％減量化大作戦」と題し、

可燃ごみの減量化へのご協力、大変ありがとうございました。また、今後も引き続き減量化をお願いし

ます。

　ここでこの結果報告は一旦終了させていただき、１年間で得られましたデータを他の自治体などと比

較しながら解析します。

―“ごみを減らす１０アクション”（3R：スリーアールへの取組）―

　５月号から新たに開始しました“ごみを減らす１０アクション”も３回目となります。１、２回目は

リデュース（ごみの発生、資源の消費をもとから減らす）の取組について紹介しましたが、３回目は、

リユース（繰り返し使う）についてです。みなさんの中にも、リサイクルショップで品物の売り買いを

した経験のある方もいると思います。リユースとは、リサイクルと違いその製品を繰り返し使うことで

す。リサイクル以上にごみの減量と環境負荷のかからない取組です。不用になったものを“ごみ”にす

る前に、一度リユースができないか考えてみてください。限りある資源を大切に使いましょう。

※問い合わせは、環境整備課（クリーンセンター）　　☎８３－２１１０

月 1人 1日あたりの可燃　
ごみ量（結果）（グラム）

目標との差
（グラム）

　７月分 ７６３．８ ＋１２５．４
　８月分 ８３１．３ ＋１９２．９
　９月分 ７３３．０ ＋　９４．６
１０月分 ６７３．８ ＋　３５．４
１１月分 ７３３．８ ＋　９５．４
１２月分 ７３６．２ ＋　９７．８
　１月分 ６７１．７ ＋　３３．３
　２月分 ６０３．９ －　３４．５
　３月分 ６８２．４ ＋　４４．０
　4月分 ７２０．１ 　＋８１．７
　5月分 ７８５．０ ＋１４６．６
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No.823 2022 年 7 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

７月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）

奥 多 摩 病 院
 

≪診療時間≫

　●平日外来（月～金）午前9時～ ・【受付時間】午前8時～11時30分

　〇午後診療（月曜日・火曜日・水曜日）午後2時30分～3時30分

　　＊内科診療のみ・前日までに要予約

　〇小児予防接種（同上）午後3時30分～4時30分

　　＊予約希望日の１週間前までに要予約

　　【予約受付】平日の午後1時～4時30分・電話または窓口

≪峰谷診療所≫

　○毎週火曜日　　　 午後2時～3時（整形外科）

　○毎月３回金曜日（内1回は訪問診療）午後2時30分～3時30分（内科）

≪日原診療所≫

　○毎月３回木曜日　 午後2時～3時（内科）

　〇木曜日（４週に１回）　午後1時30分～2時30分（整形外科）

◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎０４２８-８３-２１４５（代表）　

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.okutama.tokyo.jp/gyose/

　　　　　　　　　　 kakuka/ka/biyouin.html

＜予防接種のお知らせ＞

　予診票をお持ちでない方は、実費が発

生する場合があります。紛失された方は、

保健福祉センターまでご連絡ください。

※問い合わせは、福祉保健課　

　　　　　　　　　　☎８３－２７７７

　子宮頸がんワクチン接種について

　子宮頸がんは、子宮の出口（頸部）にできるがんで、ほとんどがヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ )

の感染が原因で発症することがわかっています。そのため、町では、子宮頸がんワクチンの接種を、町

内の医療機関で行っています。なお、接種回数は、間隔を開けて３回接種することとなります。

【接種対象者】

　〇１２歳となる日の属する年度の初日から１６歳となる日の属する年度の末日までの方（小学校６年

　　生から高校１年生の女子）

　〇ＨＰＶワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方（平成９年４月２日から平成

　　１８年４月１日生まれの女性）で、過去にＨＰＶワクチン接種を合計３回受けていない方（キャッ

　　チアップ接種の対象者）

　　※令和７年３月３１日まで無料で接種を受けられます。

【接種できる医療機関】

　子宮頸がんワクチン接種を希望される場合は、下記の医療機関へ必ず事前に電話等で予約して下さい。

　双葉会診療所　☎８３－３４５４

　古里診療所　　☎８３－８７５７　　

　奥多摩病院　　☎８３－２１４５　

【ワクチンの種類】　

　「ガーダシル®」または、「サーバリックス®」　※筋肉内接種

　ワクチンの種類・接種間隔など詳しくは、町ホームページまたは６月下旬に送付させていただきまし

た厚生労働省作成のリーフレットでご確認いただけます。

【接種にかかる費用】無料（全額公費で行うため費用はかかりません）

子宮頸がんワクチン接種に関するご相談は、町の保健師までご連絡ください。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

求　人　情　報

　一般社団法人奥多摩観光協会に加入

している事業者の求人情報を、奥多摩

観光協会のホームページに掲載しまし

た。町内での仕事をお探しの方は、ぜ

ひご覧ください。
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　〇木曜日（４週に１回）　午後1時30分～2時30分（整形外科）

◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎０４２８-８３-２１４５（代表）　

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.okutama.tokyo.jp/gyose/

　　　　　　　　　　 kakuka/ka/biyouin.html

＜予防接種のお知らせ＞

　予診票をお持ちでない方は、実費が発

生する場合があります。紛失された方は、

保健福祉センターまでご連絡ください。

※問い合わせは、福祉保健課　

　　　　　　　　　　☎８３－２７７７

　子宮頸がんワクチン接種について

　子宮頸がんは、子宮の出口（頸部）にできるがんで、ほとんどがヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ )

の感染が原因で発症することがわかっています。そのため、町では、子宮頸がんワクチンの接種を、町

内の医療機関で行っています。なお、接種回数は、間隔を開けて３回接種することとなります。

【接種対象者】

　〇１２歳となる日の属する年度の初日から１６歳となる日の属する年度の末日までの方（小学校６年

　　生から高校１年生の女子）

　〇ＨＰＶワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方（平成９年４月２日から平成

　　１８年４月１日生まれの女性）で、過去にＨＰＶワクチン接種を合計３回受けていない方（キャッ

　　チアップ接種の対象者）

　　※令和７年３月３１日まで無料で接種を受けられます。

【接種できる医療機関】

　子宮頸がんワクチン接種を希望される場合は、下記の医療機関へ必ず事前に電話等で予約して下さい。

　双葉会診療所　☎８３－３４５４

　古里診療所　　☎８３－８７５７　　

　奥多摩病院　　☎８３－２１４５　

【ワクチンの種類】　

　「ガーダシル®」または、「サーバリックス®」　※筋肉内接種

　ワクチンの種類・接種間隔など詳しくは、町ホームページまたは６月下旬に送付させていただきまし

た厚生労働省作成のリーフレットでご確認いただけます。

【接種にかかる費用】無料（全額公費で行うため費用はかかりません）

子宮頸がんワクチン接種に関するご相談は、町の保健師までご連絡ください。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

求　人　情　報

　一般社団法人奥多摩観光協会に加入

している事業者の求人情報を、奥多摩

観光協会のホームページに掲載しまし

た。町内での仕事をお探しの方は、ぜ

ひご覧ください。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

奥
多
摩
病
院
ほ
か
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No.823 2022 年 7 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

～
令
和
４
年
５
月
31
日
現
在
、

青
梅
警
察
署
管
内
の
特
殊
詐
欺

被
害
～

　
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
７
件

発
生
し
て
お
り
、
被
害
額
は

１
５
８
０
万
円
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
の
未
然
防
止
件
数

は
６
件
、
被
害
防
止
金
額
は

47
万
５
０
０
０
円
で
す
。

【
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話

機
へ
の
買
い
換
え
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
】

　
ご
自
宅
や
ご
実
家
の
固
定
電

話
に
は
、
留
守
番
電
話
機
能
や

自
動
通
話
録
音
機
が
つ
い
て
い

ま
す
か
？

　
今
年
青
梅
市
内
で
発
生
し
て

い
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
７
件
は
す

べ
て
固
定
電
話
に
か
か
っ
て
き

た
電
話
が
発
端
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
他
に
も
、

市
役
所
や
税
務
署
の
職
員
の
ふ

り
を
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
還
付
金
詐
欺

や
、
警
察
官
や
デ
パ
ー
ト
店
員

の
ふ
り
を
す
る
預
貯
金
詐
欺
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
な

ど
ほ
と
ん
ど
の
特
殊
詐
欺
は
固

定
電
話
に
か
か
っ
て
く
る
電
話

か
ら
被
害
が
発
生
し
て
い
る
の

で
す
。

　
裏
を
返
せ
ば
、
固
定
電
話
に

か
か
っ
て
く
る
詐
欺
の
電
話
に

さ
え
応
答
し
な
け
れ
ば
詐
欺
の

被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
学
校
の
卒
業
者
名
簿
や
、
個

人
宅
が
載
っ
て
い
る
電
話
帳
は

特
殊
詐
欺
の
被
害
者
を
選
定
す

る
手
段
と
し
て
、
犯
人
グ
ル
ー

プ
の
中
で
流
通
し
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
電
話
番
号
だ
け

で
な
く
、
住
所
・
氏
名
、
更
に

は
家
族
構
成
ま
で
も
が
犯
人
グ

ル
ー
プ
に
知
ら
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
の
で
す
。

　
ま
ず
は
詐
欺
犯
人
か
ら
の
電

話
に
出
な
い
こ
と
が
一
番
の
対

策
で
す
。

　
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話

機
で
は
、
会
話
内
容
が
録
音
さ

れ
る
、
登
録
し
て
い
る
番
号
と

し
て
い
な
い
番
号
で
着
信
時
ラ

ン
プ
の
色
が
変
わ
る
な
ど
様
々

▼
青
梅
警
察
署

　か
ら
お
知
ら
せ
▲

【
都
税
に
つ
い
て
】

☆
に
せ
都
税
職
員
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
家
電
量

販
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
家
族
で
購
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
警
察

署
防
犯
係

　
☎
22
‐
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
６
２

【
東
京
し
ご
と

　セ
ン
タ
ー
多
摩
】

　
就
業
相
談
か
ら
就
職
活
動

や
就
業
後
に
役
立
つ
知
識
、

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め
の

各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産

業
課
　
　
☎
83-

２
２
９
５

関
係
機
関
お
知
ら
せ

▼
東
京
都
水
道
局

　か
ら
お
知
ら
せ
▲

 
小
河
内
貯
水
池
（
奥
多
摩

湖
）
で
は
、
台
風
や
豪
雨
な
ど

の
影
響
で
大
量
の
水
を
放
流
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
川
を
利

用
し
て
い
る
方
な
ど
に
、
ダ
ム

か
ら
の
放
流
を
確
実
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
職
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、
警
報
装
置
か
ら

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
警
告
を
行

い
ま
す
。
川
の
水
が
増
え
ま
す

の
で
、
川
に
は
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
局
小

河
内
貯
水
池
管
理
事
務
所
　

　
　
　
　
　☎
86-

２
２
１
１

　
都
税
事
務
所
の
職
員
を
装
っ

て
、個
人
情
報
を
取
得
し
た
り
、

金
銭
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
相

手
の
電
話
番
号
が
非
通
知
表
示

な
ど
、
不
審
に
感
じ
た
場
合
は

即
答
せ
ず
に
必
ず
一
度
電
話
を

切
り
、
下
記
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
万
が
一
被
害
に
あ
わ

れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
主
税
局
総

務
部
総
務
課
相
談
広
報
班
　

☎
０
３
（
５
３
８
８
）
２
９
２
５

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　青

　梅
】

　
若
年
者
合
同
就
職
面
接
会
in

青
梅

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅
で
は
、

正
社
員
就
職
を
希
望
さ
れ
る
概

ね
39
歳
以
下
の
方
を
対
象
と
し

た
就
職
面
接
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月
４
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

〔
会
場
〕青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階

〔
対
象
者
〕
概
ね
39
歳
以
下
の

方〔
参
加
企
業
〕　
10
社
（
予
定
）

参
加
企
業
の
情
報
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
青
梅
庁
舎
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
青
梅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
７
月
中
旬
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

〔
持
ち
物
〕　
複
数
枚
の
履
歴
書

（
複
数
の
企
業
の
人
事
担
当
者

と
直
接
面
接
が
で
き
ま
す
）・

筆
記
用
具

※
問
い
合
わ
せ
は
、　
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
青
梅
職
業
相
談
コ
ー

ナ
ー
　    

☎
24-

９
１
６
３
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No.823 令和 4年 7月 5日広 報 お く た ま

年
金
の
お
知
ら
せ

令和 4年度　自衛官募集案内

募 集 種 目 受 付 期 間 試  験  期  日 資   格

航空学生 男女 7 月 1 日～ 9 月 8日
1次 9月 19 日 2 次 10 月 15 日～ 20 日
3 次【海】11 月 18 日～ 12 月 14 日
3 次【空】11 月 12 日～ 12 月 15 日

高卒(見込み含む)で
【海】23 歳未満の者
【空】21 歳未満の者

一般曹候補生 男女 7 月 1 日～ 9 月 5日
1次 9月 15 日～ 18 日
2 次 10 月 8 日～ 23 日 18 歳以上

　33 歳未満の者
自衛官候補生 男女 年間を通じて受付 受付時に通知（＊１）

防衛医科大学校医学科 男女 7 月 1 日～ 10 月 12 日
1 次 10 月 22 日 
2 次 12 月 14 日～ 16 日

高卒（見込み含む）
21 歳未満の者

防衛医科大学校看護学科 男女 7 月 1 日～ 10 月 5 日
1 次 10 月 15 日 
2 次 11 月 26 日～ 27 日

防衛大学校 男女

〔推薦〕
9 月 5 日～ 9 月 9日

9月 24 日～ 25 日

〔総合選抜〕
9 月 5 日～ 9 月 9日

1次 9月 24 日
2 次 10 月 29 日～ 30 日

〔一般〕
7 月 1 日～ 10 月 26 日

1 次 11 月 5 日～ 6日 
2 次 12 月 6 日～ 10 日

陸上自衛隊高等工科学校 男子

〔推薦〕
10 月 1 日～ 12 月 2 日

5 年 1 月 5 日～ 7日
（いずれか 1日を指定）

男子で中卒（見込み
含む）17 歳未満の者〔一般〕10 月 1 日

　　 ～ 5 年 1月 6日

1次 5年 1月 14 日～ 15 日 
2 次 5 年 1 月 26 日～ 29 日
（いずれか 1日を指定）

＊１　令和５年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和４年

　　９月１６日以降に行います。

　　　募集人員については、自衛官募集ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/）

　　でご確認ください。

※申し込み、問い合わせは、自衛隊東京地方協力本部 福生募集案内所 ☎０４２-５５１-４７２５

　　　　　　　　　　　　　東京都福生市本町 142 マサビル B館 2F (JR 福生駅西口徒歩 2分 )　　

　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/tokyo/fussa　

◇
就
労
環
境
が
変
わ
っ
た
時
に

は
、
届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内

に
居
住
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
に
、
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
第
１

号
被
保
険
者（
自
営
業
や
農
業
・

漁
業
の
方
と
そ
の
配
偶
者
、
20

歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー

の
方
な
ど
）、
第
２
号
被
保
険

者
（
会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め

の
方
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
方
）、
第
３

号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
の
方
）
の
３
種
類

に
分
か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加

入
時
だ
け
で
な
く
、
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

　
種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る

と
、
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
年

金
手
帳
を
添
え
て
、
そ
の
都
度

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
年
金

事
務
所
　
　
☎
30
‐
３
４
１
０

葬
祭
費
の
一
部
を
福
祉
の
た

め
に

３
万
円
　
尾
根
　
初
男
　
様      

　
　
　
　
　
　  

（
大
丹
波
）

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

森
林
管
理
・
環
境
景
観
保
全

の
た
め
と
し
て

２
万
円
　
米
本
　
祥
太
　
様

　
　
　
　
　
　  

（
昭
島
市
）

・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
等
の

整
備
・
活
動
事
業
の
た
め
と

し
て

１
万
円
　
齋
藤
　
淳
彦
　
様

　

  
 (

神
奈
川
県
川
崎
市)

・

財

政

運

営

資

金

の

一

端

（
一
般
寄
付
）
と
し
て

１
万
円

　
福
島

　
大
地

　
様

　
　 

(

愛
知
県
名
古
屋
市
） 

１
万
円

　
森
原

　
大
貴

　
様

  
     

   
     

（
文
京
区
）

１
万
円

　
飯
尾

　
良
司

　
様

  
    (

神
奈
川
県
横
浜
市
）

１
万
円
　
山
﨑
　
光
浩
　
様

  
    (

神
奈
川
県
川
崎
市
）

 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

 

ご
ざ
い
ま
し
た

年
金
・
自
衛
官
募
集

ご
寄
付
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せ

令和 4年 度　自衛官募集案内

募 集 種 目 受 付 期 間 試  験  期  日 資   格

航空学生 男女 7 月 1 日～ 9 月 8日
1次 9月 19 日 2 次 10 月 15 日～ 20 日
3 次【海】11 月 18 日～ 12 月 14 日
3 次【空】11 月 12 日～ 12 月 15 日

高卒(見込み含む)で
【海】23 歳未満の者
【空】21 歳未満の者

一般曹候補生 男女 7 月 1 日～ 9 月 5日
1次 9月 15 日～ 18 日
2 次 10 月 8 日～ 23 日 18 歳以上

　33 歳未満の者
自衛官候補生 男女 年間を通じて受付 受付時に通知（＊１）

防衛医科大学校医学科 男女 7 月 1 日～ 10 月 12 日
1 次 10 月 22 日 
2 次 12 月 14 日～ 16 日

高卒（見込み含む）
21 歳未満の者

防衛医科大学校看護学科 男女 7 月 1 日～ 10 月 5 日
1 次 10 月 15 日 
2 次 11 月 26 日～ 27 日

防衛大学校 男女

〔推薦〕
9 月 5 日～ 9 月 9日

9月 24 日～ 25 日

〔総合選抜〕
9 月 5 日～ 9 月 9日

1次 9月 24 日
2 次 10 月 29 日～ 30 日

〔一般〕
7 月 1 日～ 10 月 26 日

1 次 11 月 5 日～ 6日 
2 次 12 月 6 日～ 10 日

陸上自衛隊高等工科学校 男子

〔推薦〕
10 月 1 日～ 12 月 2 日

5 年 1 月 5 日～ 7日
（いずれか 1日を指定）

男子で中卒（見込み
含む）17 歳未満の者〔一般〕10 月 1 日

　　 ～ 5 年 1月 6日

1次 5年 1月 14 日～ 15 日 
2 次 5 年 1 月 26 日～ 29 日
（いずれか 1日を指定）

＊１　令和５年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和４年

　　９月１６日以降に行います。

　　　募集人員については、自衛官募集ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/）

　　でご確認ください。

※申し込み、問い合わせは、自衛隊東京地方協力本部 福生募集案内所 ☎０４２-５５１-４７２５

　　　　　　　　　　　　　東京都福生市本町 142 マサビル B館 2F (JR 福生駅西口徒歩 2分 )　　

　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/tokyo/fussa　

◇
就
労
環
境
が
変
わ
っ
た
時
に

は
、
届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内

に
居
住
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
に
、
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
第
１

号
被
保
険
者（
自
営
業
や
農
業
・

漁
業
の
方
と
そ
の
配
偶
者
、
20

歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー

の
方
な
ど
）、
第
２
号
被
保
険

者
（
会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め

の
方
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
方
）、
第
３

号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
の
方
）
の
３
種
類

に
分
か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加

入
時
だ
け
で
な
く
、
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

　
種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る

と
、
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
年

金
手
帳
を
添
え
て
、
そ
の
都
度

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
年
金

事
務
所
　
　
☎
30
‐
３
４
１
０

葬
祭
費
の
一
部
を
福
祉
の
た

め
に

３
万
円
　
尾
根
　
初
男
　
様      

　
　
　
　
　
　  

（
大
丹
波
）

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

森
林
管
理
・
環
境
景
観
保
全

の
た
め
と
し
て

２
万
円
　
米
本
　
祥
太
　
様

　
　
　
　
　
　  

（
昭
島
市
）

・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
等
の

整
備
・
活
動
事
業
の
た
め
と

し
て

１
万
円
　
齋
藤
　
淳
彦
　
様

　

  
 (

神
奈
川
県
川
崎
市)

・

財

政

運

営

資

金

の

一

端

（
一
般
寄
付
）
と
し
て

１
万
円

　
福
島

　
大
地

　
様

　
　 

(

愛
知
県
名
古
屋
市
） 

１
万
円

　
森
原

　
大
貴

　
様

  
     

   
     

（
文
京
区
）

１
万
円

　
飯
尾

　
良
司

　
様

  
    (

神
奈
川
県
横
浜
市
）

１
万
円
　
山
﨑
　
光
浩
　
様

  
    (

神
奈
川
県
川
崎
市
）

 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

 

ご
ざ
い
ま
し
た

年
金
・
自
衛
官
募
集

ご
寄
付
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～
令
和
４
年
５
月
31
日
現
在
、

青
梅
警
察
署
管
内
の
特
殊
詐
欺

被
害
～

　
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
７
件

発
生
し
て
お
り
、
被
害
額
は

１
５
８
０
万
円
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
の
未
然
防
止
件
数

は
６
件
、
被
害
防
止
金
額
は

47
万
５
０
０
０
円
で
す
。

【
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話

機
へ
の
買
い
換
え
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
】

　
ご
自
宅
や
ご
実
家
の
固
定
電

話
に
は
、
留
守
番
電
話
機
能
や

自
動
通
話
録
音
機
が
つ
い
て
い

ま
す
か
？

　
今
年
青
梅
市
内
で
発
生
し
て

い
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
７
件
は
す

べ
て
固
定
電
話
に
か
か
っ
て
き

た
電
話
が
発
端
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
他
に
も
、

市
役
所
や
税
務
署
の
職
員
の
ふ

り
を
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
還
付
金
詐
欺

や
、
警
察
官
や
デ
パ
ー
ト
店
員

の
ふ
り
を
す
る
預
貯
金
詐
欺
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
な

ど
ほ
と
ん
ど
の
特
殊
詐
欺
は
固

定
電
話
に
か
か
っ
て
く
る
電
話

か
ら
被
害
が
発
生
し
て
い
る
の

で
す
。

　
裏
を
返
せ
ば
、
固
定
電
話
に

か
か
っ
て
く
る
詐
欺
の
電
話
に

さ
え
応
答
し
な
け
れ
ば
詐
欺
の

被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
学
校
の
卒
業
者
名
簿
や
、
個

人
宅
が
載
っ
て
い
る
電
話
帳
は

特
殊
詐
欺
の
被
害
者
を
選
定
す

る
手
段
と
し
て
、
犯
人
グ
ル
ー

プ
の
中
で
流
通
し
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
電
話
番
号
だ
け

で
な
く
、
住
所
・
氏
名
、
更
に

は
家
族
構
成
ま
で
も
が
犯
人
グ

ル
ー
プ
に
知
ら
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
の
で
す
。

　
ま
ず
は
詐
欺
犯
人
か
ら
の
電

話
に
出
な
い
こ
と
が
一
番
の
対

策
で
す
。

　
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話

機
で
は
、
会
話
内
容
が
録
音
さ

れ
る
、
登
録
し
て
い
る
番
号
と

し
て
い
な
い
番
号
で
着
信
時
ラ

ン
プ
の
色
が
変
わ
る
な
ど
様
々

▼
青
梅
警
察
署

　か
ら
お
知
ら
せ
▲

【
都
税
に
つ
い
て
】

☆
に
せ
都
税
職
員
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
家
電
量

販
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
家
族
で
購
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
警
察

署
防
犯
係
　
☎
22
‐
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
６
２

【
東
京
し
ご
と

　セ
ン
タ
ー
多
摩
】

　
就
業
相
談
か
ら
就
職
活
動

や
就
業
後
に
役
立
つ
知
識
、

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め
の

各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産

業
課
　
　
☎
83-

２
２
９
５

関
係
機
関
お
知
ら
せ

▼
東
京
都
水
道
局

　か
ら
お
知
ら
せ
▲

 
小
河
内
貯
水
池
（
奥
多
摩

湖
）
で
は
、
台
風
や
豪
雨
な
ど

の
影
響
で
大
量
の
水
を
放
流
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
川
を
利

用
し
て
い
る
方
な
ど
に
、
ダ
ム

か
ら
の
放
流
を
確
実
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
職
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、
警
報
装
置
か
ら

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
警
告
を
行

い
ま
す
。
川
の
水
が
増
え
ま
す

の
で
、
川
に
は
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
局
小

河
内
貯
水
池
管
理
事
務
所
　

　
　
　
　
　☎
86-

２
２
１
１

　
都
税
事
務
所
の
職
員
を
装
っ

て
、個
人
情
報
を
取
得
し
た
り
、

金
銭
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
相

手
の
電
話
番
号
が
非
通
知
表
示

な
ど
、
不
審
に
感
じ
た
場
合
は

即
答
せ
ず
に
必
ず
一
度
電
話
を

切
り
、
下
記
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
万
が
一
被
害
に
あ
わ

れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
主
税
局
総

務
部
総
務
課
相
談
広
報
班
　

☎
０
３
（
５
３
８
８
）
２
９
２
５

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　青

　梅
】

　
若
年
者
合
同
就
職
面
接
会
in

青
梅

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅
で
は
、

正
社
員
就
職
を
希
望
さ
れ
る
概

ね
39
歳
以
下
の
方
を
対
象
と
し

た
就
職
面
接
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月
４
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

〔
会
場
〕青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階

〔
対
象
者
〕
概
ね
39
歳
以
下
の

方〔
参
加
企
業
〕　
10
社
（
予
定
）

参
加
企
業
の
情
報
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
青
梅
庁
舎
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
青
梅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
７
月
中
旬
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

〔
持
ち
物
〕　
複
数
枚
の
履
歴
書

（
複
数
の
企
業
の
人
事
担
当
者

と
直
接
面
接
が
で
き
ま
す
）・

筆
記
用
具

※
問
い
合
わ
せ
は
、　
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
青
梅
職
業
相
談
コ
ー

ナ
ー
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、
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は
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験
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室
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詳
細
☟

①
日
帰
り
御
前
山
歩
き
・
第
５

回
御
前
山
〈
日
帰
り
〉
８
月
11

日
（
木
）

②
奥
多
摩
山
歩
き
・
第
５
回
三

頭
山
〈
１
泊
２
日
〉
８
月
20
日

（
土
）
～
21
日
（
日
）

③
奥
多
摩
山
歩
き
・
第
６
回
大

菩
薩
嶺
〈
１
泊
２
日
〉
８
月
27

日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

④
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ト
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ア
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・

第
３
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ャ
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ラ
フ
ト
〈
１
泊
２
日
〉
９

月
３
日
（
土
）
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４
日
（
日
）

〔
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込
〕官
製
は
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き
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Ａ
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、
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ル
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【
森
林
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ラ
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ツ
ア
ー
】

詳
細
☟

　毎
月
第
１
日
曜
日
＆
第
３
木

曜
日
は
フ
ォ
レ
ス
ト 
フ
ォ
ー 

レ
ス
ト

　奥
多
摩
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン

（FOREST for Rest)

①
四
季
の
森
と
ツ
ボ
に
触
れ
あ

う
『
ツ
ボ
押
し
＆
セ
ル
フ
灸
』

〔
夏
の
「
心
・
小
腸
編
」
幸
せ

感
覚
と
免
疫
力
〕

　
　
　
　
　
７
月
24
日
（
日
）

②
「
夏
休
み
親
子
体
験
」
ピ
ザ

作
り
＆
水
棲
生
物
観
察
〔
奥
多

摩
の
清
涼
な
沢
で
水
遊
び
〕

　
　
　
　
　
８
月
14
日
（
日
）

　【
登
山
・
観
光
ツ
ア
ー
】

①
登
山>

日
原
巨
樹
巡
り
×
鍾

乳
洞
〔
季
節
の
花
め
ぐ
り
・
イ

ワ
タ
バ
コ
〕
７
月
27
日
（
水
）

★
「
町
民
割
引
価
格
」
あ
り
！

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

＊
各
ツ
ア
ー
と
も
参
加
費
用
が

発
生
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

【
山
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　

  

体
験
教
室
】

詳
細
☟

観
光
施
設
・
行
事
な
ど
の
お
知
ら
せ

森林セラピー健康づくり事業 ～町民対象～

＊①「親子体験」ツアーは、親子に限らず、ご夫婦やお友達、おひとり様での申し込みも大歓迎で

す！なお、中学生以下のお子様は、必ず保護者の方の付き添いをおよび保護者からの申し込みをお

願いします。

〔参加費〕５００円　　〔定　員〕２１名　※いずれも先着順

〔受付期間〕７月７日（木）午前８時３０分～１５日（金）午後５時１５分

＊申し込みが７名未満の際は、ツアーが中止となる場合があります。

＊申し込みは、原則、ひと月に１ツアーのみとさせていただきます。

※申し込み、問い合わせは、福祉保健課　　☎８３ －２７７７

※ツアー内容の問い合わせは、一般財団法人おくたま地域振興財団　☎８３－８８５５

ツ  ア  ー  名 日　　　　程

①【親子体験】夏の昆虫観察会

　　予定時間は、午後４時４５分から８時２０分です
　８月　２日（火）

② 登計トレイルと藍の生葉染め体験 　８月３１日（水）

①
ヤ
マ
メ
と
マ
ス
の
つ
か
み
ど

り７
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）・

18
日
（
祝
）
・
23
日
（
土
）
・
24

日
（
日
）
・
30
日
（
土
）
・
31
日

（
日
）
、
８
月
の
毎
週
土
曜
日
・

日
曜
日
及
び
祝
日

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
当
日
受
付
）

〔
申
込
〕
官
製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
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イ
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問
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る
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さ
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お
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興
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所
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森林セラピー健康づくり事業 ～町民対象～

＊①「親子体験」ツアーは、親子に限らず、ご夫婦やお友達、おひとり様での申し込みも大歓迎で

す！なお、中学生以下のお子様は、必ず保護者の方の付き添いをおよび保護者からの申し込みをお

願いします。

〔参加費〕５００円　　〔定　員〕２１名　※いずれも先着順

〔受付期間〕７月７日（木）午前８時３０分～１５日（金）午後５時１５分

＊申し込みが７名未満の際は、ツアーが中止となる場合があります。

＊申し込みは、原則、ひと月に１ツアーのみとさせていただきます。

※申し込み、問い合わせは、福祉保健課　　☎８３ －２７７７

※ツアー内容の問い合わせは、一般財団法人おくたま地域振興財団　☎８３－８８５５

ツ  ア  ー  名 日　　　　程

①【親子体験】夏の昆虫観察会

　　予定時間は、午後４時４５分から８時２０分です
　８月　２日（火）
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付
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